ドイツ封建社会における城塞とシャテルニー: 中部ライン領域マンダーシャイトの二つの城塞とケルペン城塞の例 by 櫻井 利夫
ドイツ封建社会における城塞とシヤテルニー
ド
イ
ツ
封
建
社
会
に
お
け
る
城
塞
と
シ
ャ
テ
ル
ニ
ー
ー
中
部
ラ
イ
ン
領
域
マ
ン
ダ
ー
シ
ャ
イ
ト
の
二
つ
の
城
塞
と
ケ
ル
ペ
ン
城
塞
の
例
Ｉ
五四三二本小稿は、｜、○○○年から、｜、一一一○○年までの時期のドイツ封建社会にフランス型の城塞支配権、つまりシ
ャテルニーＣ毎（①］］①曰①（城主支配圏、城主支配領域、城主領）が存在したか否かという筆者の最近の研究課題の一
環をなすものである。また筆者は既に中部ライン領域に位置する一三の城塞を取り上げつつ、これらの城塞の周辺
地が城主のシャテルニーを構成したことを解明するよう試みるために、「ドイツ封建社会における城塞とシャテル
ニ
ー
Ｉ
中
部
ラ
イ
ン
領
域
を
例
と
し
て
ｌ
」
、
「
小
山
貞
夫
先
生
古
稀
記
念
論
集
ｌ
ｌ
西
洋
法
制
史
学
の
現
在
ｌ
」
、
二
○
○
六
年
、
所
収
、
を
公
表
し
て
い
る
。
本小稿はこの別稿で取り上げた城塞に加えてさらに別の一一一つの城塞、つまり中部ライン領域についてマンダーシ
は
じ
め
に
マ
ン
ダ
ー
シ
ャ
イ
ト
・
オ
ー
バ
ー
ブ
ル
ク
（
上
手
の
城
塞
）
マ
ン
ダ
ー
シ
ャ
イ
ト
・
ニ
ー
ダ
ー
ブ
ル
ク
（
下
手
の
城
塞
）
ケ
ル
ペ
ン
城
塞
結びに代えて
は
じ
め
に
櫻
井
利
夫
8１
０
１
、
〆
、
ヤイトの二つの城塞とケルペン城塞を取り上げつつ、それらもまたフランス型のシャテルニーとして把握しうるこ
とを明らかにすることを課題とする。したがって、本小稿の基本的な趣旨は右記の別稿と同じであり、シャテルニー
研究を巡る学会動向、中世の城塞の歴史的発展及び支配に対する城塞の意義、基本的な問題関心、中部ライン領域
の城塞の状況について、それぞれこの別稿の第Ｉ章（一一三頁以下）、第Ⅱ章（一四八頁以下）、第Ⅲ章（一五九頁
以下）、第Ⅳ章（一六六頁以下）に譲ることにしたい。次に早速、本稿で検討対象とする三つの城塞、つまりマン
ダ
ー
シ
ャ
イ
ト
の
二
つ
の
城
塞
と
ケ
ル
ペ
ン
城
塞
に
つ
い
て
、
城
塞
と
そ
の
城
主
と
の
来
歴
の
概
略
を
述
べ
て
み
た
い
。
村落マンダーシャイト三目この易呂の昼はモーゼル河上流の都市トリール写】①Ｒから北北東の方向へ約一一○ｍ地点の
（１）
リーザー川口①の①Ｒ流域に位置する。この川はアイフェル向】薇］山地の源流から発して南流し、モーゼル河中流域の
都市ベルンカステル団の已宮、〔①］の少し上流のリーザーロ①閏でモーゼル河に注ぐ。村落マン・ダーシャイトには二つ
の城塞が存在した。トリール大司教の城塞オーバーブルク○百号員、（上手の城塞）とへレン・フォン・マンダー
（２）
シャィト困閏のロく・二言目①『の。豆□の城塞ニーダーブルクＺ－ｏＱｏＳ長（下手の城塞）である。したがって、マンダー
シ
ャ
イ
ト
の
歴
史
は
オ
ー
バ
ー
ブ
ル
ク
と
ニ
ー
ダ
ー
ブ
ル
ク
の
両
城
塞
に
よ
っ
て
織
り
成
さ
れ
る
歴
史
で
あ
る
。
た
だ
し
、
両
城
塞
は
（３）
同じ時期に成立したのではなく、オーバーブルクの方がニーダーブルクよりも成立年代が早い。また位置関係に関
（４）
して、オーバーブルクがニーダーブルクよりも数百メートル上流のリーザー川沿いに位置する。上述のよ》７に、そ
れぞれ「上手の城塞」、「下手の城塞」を意味するのは、そのためである。
先ず、マンダーシャィトのオーバーブルクに関して、マンダーシャイトの地名は、皇帝オットー一一世○§Ｐ（在
位九七一二’九八一一一年）による九七一一一年トリール大司教ディートリッヒロの三ｓ（在位九六五’九七七年）へのキュ
ル川凄皀流域の罰令森林の贈与証書において、その範囲を確定する際の境界地点（［三目ｓｏ⑫○三［］）として言及ざ
（５）
（６）
れ
て
い
る
。
オ
ー
バ
ー
ブ
ル
ク
は
既
に
こ
の
時
に
存
在
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
城
塞
は
一
一
四
七
年
ま
で
ル
ク
セ
ム
ブ
8２
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ルク伯○員く。ご巨〆の曰宮信によって所有され、この年にトリール大司教教会に帰属して以後、継続的にその所有
（７）
下
に
あ
っ
た
。
次
に
マ
ン
ダ
ー
シ
ャ
イ
ト
の
ニ
ー
ダ
ー
ブ
ル
ク
に
関
し
て
、
こ
の
城
塞
は
上
述
し
た
ヘ
レ
ン
・
フ
ォ
ン
・
マ
ン
ダ
ー
シ
ャ
イ
ト
の
本
拠
城
塞
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
貴
族
は
ニ
ー
ダ
ー
ブ
ル
ク
を
自
身
の
相
続
財
産
と
し
て
所
有
し
た
の
で
は
な
く
、
ル
ク
（８）
セ
ム
ブ
ル
ク
伯
か
ら
の
レ
ー
エ
ン
と
し
て
保
有
し
た
。
建
設
年
代
は
、
ル
ク
セ
ム
ブ
ル
ク
伯
が
オ
ー
バ
ー
ブ
ル
ク
を
ト
リ
ー
ル
大
司
教
（９）
に対して喪失した一一四七年よりも後の十一一世紀後半期であり、Ｉ・ポトシュ因・Ｑｍ・弓はもっと詳細に十一一世紀の
（皿）
末年、つまりトリール大司教アーノルトン目・］□の治世（一一六九’八一二年）のことと推定している。いずれにし
（、）
ても、ニーダーブルクの史料初出はその直後の一一一○一年である。この史料については後述する。
ニ
ー
ダ
ー
ブ
ル
ク
の
城
主
ヘ
レ
ン
・
フ
ォ
ン
・
マ
ン
ダ
ー
シ
ャ
イ
ト
に
関
し
て
、
こ
の
貴
族
は
、
同
じ
く
南
ア
イ
フ
ェ
ル
地
域
の
エ
ヒターナッハ団三①目四○声修道院の下級フォークトロ員①亘○四であり、他方で当修道院の上級フォークト○ワ＠コ○四は
（皿）
ル
ク
セ
ム
ブ
ル
ク
伯
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
ヘ
レ
ン
・
フ
ォ
ン
・
マ
ン
ダ
ー
シ
ャ
イ
ト
は
エ
ヒ
タ
ー
ナ
ッ
ハ
修
道
院
の
フ
ォ
ー
ク
ト
職
（フォークタイ）をルクセムブルク伯からレーエンとして保有するその家臣であった。この修道院自体はカロリン
グ時代八○○年頃に既に、カール大帝の息子カールマン【胃盲目ロから土地を贈与されていた。この土地はラウフ
ェルトト目庁］Ｑを中心とし、マンダーシャイト、ニーダーエフリンゲン並びにオーバーエフリンゲンニ①□のＨ１巨己
（Ｂ）
○す＠ｓ望】ロ、①ロ、ギッペラートロ］弓①国呂に存在した。ヘレン・フォン・マンダーシャィトは九七○年頃以降、これ
らのエヒターナッハ修道院領に対する（下級）フォークトだったのである。したがって、上述のように十二世紀後
半期以後ニーダーブルクの城主ともなったへレン・フォン・マンダーシャイトは、このフォークタイ（フォークト
の権利義務、地位、職）権力に加えて城主としての地位をも獲得したことになる。
し
か
し
、
ヘ
レ
ン
・
フ
ォ
ン
・
マ
ン
ダ
ー
シ
ャ
イ
ト
の
本
来
の
家
系
は
そ
の
直
後
一
二
○
○
年
頃
に
断
絶
し
、
こ
れ
以
後
、
こ
の
家
（ｕ）
系と同族の騎士たるへレン・フォン・ケルペン西①ロの己く・ロ寄巳①ロが、マンダーシャィトのニーダーブルクの外に
8３
エヒターナッハ修道院領に対する（下級）フォークタイ等、ヘレン・フォン・マンダーシャイトの遣領を継承し、
（胆）
一二五○年頃にヘレン・フォン・マンダーシャイトⅡケルペンなる特別の家系を創設した。この家系は当初マン
ダーシャィトとオーバーヵイル○す臼亘］の周囲に小規模な所領を持つにすぎなかったが、十五世紀から十六世紀に
かけての一世紀のうちに婚姻、相続、征服を通じて多くの支配権を掌中に収めると同時に、六○年間に亙ってスタ
ブローⅡマルメディー、白匡○－三巳曰①身とプリュム勺己日の両修道院長を輩出した。この家系はこのような権勢あ
（焔）
る
地
位
を
基
礎
と
し
て
、
ア
イ
フ
ェ
ル
領
域
の
ほ
と
ん
ど
大
部
分
の
領
域
を
支
配
す
る
と
同
時
に
、
十
五
世
紀
の
中
葉
に
遂
に
帝
国
グ
（Ⅳ）
一フープ身分へと昇格させられるに至った。
続いて、ヘレン・フォン・マンダーシャイトと同族のへレン・フォン・ケルペンに関して、この家系の史料初出
（咀）
は一一一一一六年である。プリュムの聖マリーエン修道院の【・冨胃宮に対するバーゼル司教アルベローン］ワ①Ｒ・のこの
年の贈与証書に、ジゲベルト、祠＠す①耳・フォン・ケルペン［、一ｍ①す①目二①寄巳⑦己の］なる者がかつてこの修道院に、
（四）
非
自
由
人
と
共
に
グ
ン
デ
レ
ス
ト
ル
フ
［
○
目
。
①
§
（
・
鴎
］
の
士
地
一
マ
ン
ス
ス
を
贈
与
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
フ
ォ
ン
・
ケ
ルペンは城塞ケルペン寄召目に因む姓であり、またこの城塞の建設年代は不明であるが、一一一一一六年までには建
設されていたと考えてよい筈である。ケルペン城塞の位置は、マンダーシャイトから北北西の方向へ約二五ｍ地点
（卯）
の
ア
イ
フ
ェ
ル
地
域
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
以
下
の
叙
述
は
、
マ
ン
ダ
ー
シ
ャ
イ
ト
の
オ
ー
バ
ー
ブ
ル
ク
、
マ
ン
ダ
ー
シ
ャ
イ
ト
の
ニーダーブルク、及びケルペン城塞について、それらの周囲に形成された城主の支配権がシャテルニーとして把握
さ
れ
る
か
ど
う
か
を
順
次
考
察
す
る
形
で
進
め
ら
れ
る
。
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こ
の
城
塞
が
二
四
七
年
に
ル
ク
セ
ム
ブ
ル
ク
伯
か
ら
ト
リ
ー
ル
教
会
の
手
に
移
行
し
た
こ
と
は
、
上
述
し
た
通
り
で
あ
る
。
こ
の
城塞の所有の移転に関する記述は、聖マクシミン、［・二貝一三口修道院（都市トリールに所在）に対するフォークタ
イを巡って、トリール大司教アルベローン］ワ臼。（在位一一一二一’五一一年）と、ナムールヱ自冒並びにルクセムブ
ルクの伯ハィンリッヒ○頁出①言○三．ごＺ臼冒巨己Ｆ貝の曰ウ房との間に生じた争いに平和を樹立した同年一月四日
のコンラート｜二世毒）：二・（在位一一一一一八’五一一年）の国王証書に現れる。その主な内容は次の通りである。〔史
料
一
〕
「
：
・
・
朕
〔
国
王
コ
ン
ー
フ
ー
ト
三
世
〕
は
朕
と
朕
の
先
祖
た
ち
の
魂
の
救
い
の
た
め
に
、
ト
リ
ー
ル
教
会
と
大
司
教
に
〔
聖
マクシミン〕修道院を譲与しかつ贈与した。その後、しかし時の推移のうちに、ナムール〔とルクセムブルク〕の
伯ハインリッヒがこのフォークタイを朕〔国王コンラート’一一世〕に求めかつ獲得した。また同人はフォークタイに
満
足
せ
ず
、
長
期
に
亙
っ
て
修
道
院
に
関
し
て
大
司
教
と
争
っ
た
。
つ
ま
り
、
そ
こ
で
そ
の
故
に
、
全
司
教
区
が
強
奪
、
放
火
、
殺
人
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
、
か
く
し
て
伯
と
そ
の
全
支
配
領
域
が
ロ
ー
マ
教
会
と
ト
リ
ー
ル
教
会
か
ら
破
門
の
判
決
に
よ
っ
て
拘
束
さ
れ
、
上
記
の
伯
か
ら
そ
の
レ
ー
エ
ン
も
ま
た
朕
と
大
司
教
に
よ
っ
て
適
法
に
剥
奪
を
宣
告
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
す
べ
て
の
悪
事
は
止
み
、
朕
の親臨により諸侯の助一一一一口に基づいて、「朕によってかつ朕の諸侯によって、さらに〔フランスの〕クレルヴォー修道
院長閣下によって、双方の当事者の間で、以下の趣旨で平和が回復された。伯はあらゆる点に関して蹟罪をしつつ、
大
司
教
に
再
び
誠
実
宣
誓
を
誓
約
し
、
ま
た
出
席
し
た
す
べ
て
の
人
々
の
面
前
で
大
司
教
に
修
道
院
を
放
棄
し
、
ま
た
す
べ
て
の
悪
巧
み
を
断
念
し
、
か
く
し
て
大
司
教
か
ら
、
マ
ン
ダ
ー
シ
ャ
イ
ト
の
城
塞
と
そ
れ
へ
の
付
帯
物
（
付
属
物
）
を
除
い
て
、
そ
の
レ
ー
エ
ン
を受領しかつ赦免を受けた：：：頁・ロの【皀曰⑦曰。：（旨ｇ§の。巳日日の。曰曰圏三・日月昌の亘・・・』①胃①［閏・言冨８℃・
局、官三①【『＆三号冨冨日勺・召８局：ｐＣ８唾旨［の言・国閨目・◎畳圓昌の切言①【・二三｛目・冨国の目目の８日。のＺ四‐
ニ
マ
ン
ダ
ー
シ
ャ
イ
ト
・
オ
ー
バ
ー
ブ
ル
ク
（
上
手
の
城
塞
）
8５
‐
、（皿）
【の】〔①（己の耳旨の貝】四四□】］］こ□」ｏ
●
曰巨８口留め□Ｅ二○ｐ８員目冒、呂巨。Ｂ【旨一○口、。［①曰己○円①Ｃの目色】［○旨ご自○宮①己】の８℃○二の＆す自旨・の巨曰■の８宮二○冒已①［○白、①己】の‐
○○℃四白匝国已昌のごＣ①ごｓ】⑫■。Ｂ旨】＆】の口①の言冒①円①［曰の【○○日のｍの一（。白〔四Ｈｍｍｐ四四宛○日四二四①芹宮①昌民①ロの】の○○］①の旨四目四ｓの白皀尉、①口‐
［のご［一四［のロの■の〔巨円①（すのロの國○旨、ロ四℃Ｒ①Ｑ〕Ｃ［○○○自己【】四己○ヶ】の①【四ヶ四円○す」の己】の○○℃。①、の①ご【一①、】〔一口〕①回す】ロロ】○昌四臣〔（回ご〔四○①、の國閂の戸口ロ四’
一】ｏ旨四ＱｂＲ①の①ご【旨曰口○の口四日の〆○○口の】］一○℃二口Ｃ】ローＲご己口勗昌円四Ｐ巨＠ｍで胃自巨①、［四Ｑ■○○四国・閂］］】ｏ』国Ｐロ①○℃のＲｍ員＠ｓ巨旨四○］①【ロのご［旨
己の【己。、①（己①円己］目ｏ］で①のロ○ｍ〔８ｍの［己のＲＱｏ己冒目＆す呉①曰○］閂①目一一①己の①目】員①円①○の声○○自己○℃目の、ロのご口冒［ＰＣ○日の、己①Ｒ
ｏ冒已四ｍ畳の註Ｃ】のロ、胃Ｃ宮①ｐｍ８で○円①旨国已【の】國二①一言（①曰①【三①Ｂ三［①一宮ロ①、①三色○日ご旨白已昌＆ずの巳昌弓冨冨曰の〔○円目＠日
回すの［旨昌凹昌〔Ｑ①の四○四盲目ご己四目①（の】○四ウ閏○亘のロの○○℃。Ｒのｏの目｛ず①ロの國○旨曰の巨巨円自の（画す、○一口（】○己①曰の〆○①己Ｓ○四の宮○二①二自画ご□①］の‐
この証書によれば、国王コンラート三世は自身の修道院（帝国修道院）たる聖マクシミン修道院をトリール大司
教に譲与し、他方で当修道院に対するフォークタイを、求めに応じてルクセムブルク伯に与えたが、ルクセムブル
ク
伯
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
は
こ
れ
に
満
足
せ
ず
に
修
道
院
そ
の
も
の
を
要
求
し
て
大
司
教
ア
ル
ベ
ロ
ー
と
フ
ェ
ー
デ
を
行
い
、
ト
リ
ー
ル
司
教
区
を
荒
廃
さ
せ
た
。
さ
ら
に
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
は
破
門
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
の
に
加
え
て
、
国
王
か
ら
の
レ
ー
エ
ン
と
大
司
教
か
ら
の
レーエンを剥奪されたが、恭順の意を示したために、大司教から「マンダーシャイトの城塞とそれへの付帯物（付
属物）己の三二目冨を除いて」レーエンを再び返還されたと。かくして、この時の和平交渉の成功によってハィンリ
ッ
ヒ
は
大
司
教
の
た
め
に
マ
ン
ダ
ー
シ
ャ
イ
ト
城
塞
を
放
棄
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
大
司
教
ア
ル
ベ
ロ
ー
は
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ッ
ヒ
三
三
ｓ
峡
谷
を
確
保
す
る
た
め
に
、
既
に
一
一
四
一
一
一
／
四
四
年
に
マ
ン
ダ
ー
シ
ャ
イ
ト
の
南
南
東
約
一
六
ｍ
地
点
に
ノ
イ
ア
ー
（皿）
ブルクヱの口の＆巨信城塞の建設に着手していた。したがって、大司教はマンダーシャイト城塞の獲得によって、初め
て
ア
イ
フ
ェ
ル
の
領
域
で
、
自
身
の
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
的
利
益
を
誇
示
し
防
衛
す
る
た
め
の
二
つ
の
城
塞
を
所
有
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
シ
ャ
テ
ル
ニ
ー
の
問
題
と
の
関
連
で
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
こ
の
「
マ
ン
ダ
ー
シ
ャ
イ
ト
の
城
塞
と
そ
れ
へ
の
付
帯
物
（
付
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属物）己の三二①三四」の記述が注目される。己の三二①二四の語は「城塞に付属する領域」ないし「城塞区」を意味し、し
（羽）
たがって「城塞に付属する支配領域」、ないしシャーナルニーを意味するのである。
ルクセムブルク伯ハィンリッヒによる「マンダーシャィトの城塞とそれへの付帯物（付属物）己の三口①呂四」の放
棄に関する記述は、その後教皇エウゲニウス’一一世口后①三ｍ曰がアルベローの次の大司教ヒリン四】］］旨（在位一一
（型）
五一一’六九年）に対してトリール教会の特権と所領を確認した証書、さらに教皇クレメンス一一一世、］・白・局白・が大
司教ヨーハン｜世］・冨自［。（在位一一八九’’二一一一年）に対して、やはりトリール教会の特権と所領を確認した
と
こ
ろ
で
、
し
か
し
マ
ン
ダ
ー
シ
ャ
イ
ト
の
城
塞
の
ト
リ
ー
ル
教
会
へ
の
帰
属
が
確
定
し
た
後
に
な
っ
て
も
な
お
、
ル
ク
セ
ム
ブ
ル
ク
伯
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
は
こ
の
城
塞
を
断
念
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
大
司
教
ア
ル
ベ
ロ
ー
の
死
後
再
び
こ
の
城
塞
を
占
領
し
、
後
継
大
司
教ヒリンはハインリッヒとの長期に及ぶ対決の後に、ようやくこの城塞をトリール教会のために最終的に確保する
（妬）
ことに成功した。この状況を伝えているのが、「トリールの人々の事績○①の白写①ぐ①【・目白』の次の記述である。〔史
料二〕「：。〔大司教ヒリンは〕この優れた才能によって、皇帝フリードリッヒ〔一世〕がトリールに滞在した
時
に
、
国
土
で
多
く
の
災
い
が
生
じ
る
原
因
と
な
っ
た
聖
マ
ク
シ
ミ
ン
修
道
院
を
、
遺
言
書
に
よ
っ
て
か
つ
金
印
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
た
も
の
と
し
て
同
皇
帝
か
ら
獲
得
し
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
才
能
に
よ
っ
て
、
マ
ン
ダ
ー
シ
ャ
イ
ト
城
塞
の
故
に
〔
ト
リ
ー
ル
〕
司
教
区
に
比
較
的
し
ば
し
ば
侵
入
し
よ
う
と
試
み
る
ナ
ム
ー
ル
並
び
に
ル
ク
セ
ム
ブ
ル
ク
の
伯
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
を
打
ち
負
か
し
、
賢
明
に
も
祖
国の国境から追い出した．：国】二・房胃弓房呂三田三ｓ・巨皀ｏ自。②四①（写①す員弓冨９日、目・〔］二塁員官・□目
曰巨言自四一四・・三ｍの爲目［旨【①園》（の⑰国日①貝・の国貝①。、垣］一・８二目冒巳の三①（の巨・８ｍｍ・弓ｇ三ｍ・三目】【・出】の①冨曰国①旨‐
国目白８三ｏＢｚ自巨§…の二二国の］す鋸①巨のｏＢｐ。二三園・雪８冑。貴８宮白日畳三目三：三三§三①囚（
①［＆①胃①ロ已已・宮［目①の畳①貝①Ｈｇの四（」。マンダーシャイト城塞（オーバーブルク）の帰趨を巡るアルベローと上
（笏）
証書に劃ｂ登場する。
8７
リンの両トリール大教とルクセムブルク伯ハインリッヒとの行動は、この城塞がアイフェル領域で支配権を扶植す
るのに死活的に重要な位置を占めており、それだけに両勢力が互いに引くに引けない角逐の場であったことを示し
ているといってよい。そして、この城塞は最終的にトリール教会が掌握するところとなり、やがて十三世紀初頭に
作成された「トリール大司教と教会の年次収入台帳回すのＨｇ目］盲目冒冒曰昌三①胃８口の（①○○］①、】①ゴ①弓①量、」にお
いて、トリール教会の七つの国士城塞巨己①の盲信目の一つとして登場することになる。次に、この『トリール大
司教と教会の年次収入台帳』（以下「年次収入台帳』と略記）を手掛りとして、マンダーシャイトのオーバーブル
ク
に
つ
い
て
、
シ
ャ
テ
ル
ニ
ー
の
問
題
を
考
察
し
て
み
た
い
。
最初に、『年次収入台帳』について、マンダーシャイトの領域で城主たる大司教が保持した直轄領（グルントヘ
ルシャフト）に関する記述を見ておきたい。その主な内容は次の通りである。〔史料三〕「荘園マンダーシャィト［○日‐
房曰目＆］の○三［］では、大司教は一一マンスス（フーフェ）を持つ。そのうち一○マンススの各々は、五月に最初
の収穫から一二プフント、次の収穫から一一○プフェーーッヒを支払う。さらに各マンススは聖レミギウス［宛ｏ二ｍ言］
の祝日〔一○月一日〕に、一一一スムベリーヌス［目目すの『旨この］のカラス麦を支払い、またその時、牛一一一（四）頭と
大司教の葡萄酒を運ぶための使者一名を提供すべきである。さらに各マンススは樽に篭を巻きつけるためにニプフ
ェニッヒを納めるべし。さらに、主の待降節に、各マンススは四フーダー［・胃日日］の薪と四○のコルク：．．：
を納めるべし。さらに、聖ステファヌス［ぬ。、唇冨已］の祝日〔一一一月一一六日〕に、各マンススは、その村の升で
四マルター［自邑白白］のカラス麦とパン’六個を支払うべし。また復活祭に、雌の鶏四羽と卵一一○個を支払うく
し百○目ｏ：三一ｍ○三〔宮ウの（胃。宮の冨・・皀切・×［白目の・のロ・已曰・×・昌一号の二口白巴・目目・四目・唾・旨・［・曰．ｍ・言。②、⑩‐
２己○目二○・〆×．。①二・国（・Ｐ昌一弓①ロー符の｛。宛①曰垣】の○一巳〔・×く閂・冒冒ウＨ一局目①ロ①①［・閂自。（・閂二）ウ。□①の曰ご○官①の国ウ】（①［二目［Ｅ曰
己＆ごｏ三目二目胃・亘。胃８己］・戸倉］弓①二三二巳○二３・己目⑫二ｍ目ｇ・閂二：ｓｏ冒已・皀已Ｐ巨二ｏ二三二二・閏‐
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国国、］】、二○旨白の【・〆閂・８己８⑫…・………戸旨汀⑫【。⑫。、［のご冨昌口已］ず①扇。］巨①［□巨冒○円目四］ＱＢ目①口の白①ロの日①】一一一旨、昌一］の①（
（羽）
。×ぐ［ご目①の…．：．：冒宮ｏラョ空］］］目の①Ｆ】輿６巨Ｐ」。この記述から、大司教はマンダーシャイトの荘園において保
持
す
る
ニ
マ
ン
ス
ス
の
土
地
を
農
民
に
貸
与
し
、
こ
れ
に
対
し
て
マ
ン
ス
ス
保
有
農
民
は
一
年
の
様
々
な
時
期
に
貨
幣
ま
た
は
様
々
な形態での現物で貢租を支払ったことが見てとれる。また、念のために一一一一口えば、明らかに領主直営地やそこでの農
民による夫役労働に関する記述は全く現れないので、この荘園形態は直営地型荘園ではなく、地代荘園ないし純粋
荘
園
で
あ
る
。
こ
こ
に
直
営
地
型
荘
園
制
か
ら
地
代
荘
園
制
な
い
し
純
粋
荘
園
制
へ
の
移
行
が
看
取
さ
れ
る
。
マ
ン
ダ
ー
シ
ャ
イ
ト
の
荘園の外に、大司教はローシャィト宛。、ｇｏ】｛、ラントシャイト巨己の＆①亘［Ｐ目、言昌の一［］、ダーレムロ目］①白にも
（羽）
荘園領主的権利（農民保有地）を持ち、さらにメリッヒニ①臣亘［三⑦］］一・言］で森林の半分を所有していた。この
（釦）
ようにトリール大司教はマンダーシャイｉｒの領域で密度が高い所領を持っていたのである。
シャテルニーの視角から見て重要な大司教の裁判権・罰令権に関する記述は次の通りである。〔史料四〕「さらに
当地の罰令区［宮目巨、］に住む者は誰であれ、鋤を持つ者は、年に三日大司教の土地を耕すべきである。さらに同
罰令区に住む者は誰であれ、収穫のためにかつ干草を堆積するために、年に一一一日奉仕すべきであり、また年に三度
の裁判集会に立会人として参加すべきである。ざらに上記の〔大司教の〕マンスス〔保有農民〕の各々は、聖レミ
ギウスの祝日と主の誕生日の間の時期に、一人の従属民としての奉仕を、一二日間独自の費用で、罰令区の境界の
内部で［旨言（①自旨・の冨三］提供すべきである。しかし、大司教が必要と考えたならば、その〔Ⅱ罰令区の〕境
界の外部で［の〆目［①日旨・巳｝］・の］提供すべきである。一一月にそれだけの日数奉仕する義務を負い、五月に同じこと
をすべし卑①［①Ｈｇ声・己自己】三］］・冨目○日目①呂巨ＢＰ二旨の二已胃四日目宮す①〔・三宮の＆①言のご画目。②四・の昌○宮①胃８℃】
胃呂】〔・閂［のＢＰＥ罠す①（旨①ｏＱｏ曰す目ロ○日目①己の己曰①［８ｓ曰①［己苛目目８＆ｏ①冒目昌冒三宮のｓｏ宮のの①［巳①（・①〔三四℃百○】国
白目目○℃○ｍの苞①宮昌・………・閂（①目官の＆ＯＳ日日白目の。已曰Ｐ三］】す①【】員のＲ詩の白目内①目一四一①｛目白］のＱ○日目】＆亘［、の曰］〔盲目
8９
ロ昌冨彦○員屋曰、。×目・＆の宮、旨官○頁届①岳①□の四旨守四（①ｐご冒○の冨目一・ｍ①二ｍ】の〆百四（①】且旨。Ｅ］］○の胃ｏ宮の□】の８宮のロ①。①の、①言ワ回①‐
（皿）
二［・閂ロ訂す【９国ＯＳ（＆＠ｍｍの旨］Ｒ①（のロの昌貝ご曰昌○己①日毎Ｃ】の貝・」。
先ず「同罰令区に住む者は誰であれ、：：・年に一一一度の裁判集会に立会人として参加すべきである」という
記述は、マンダーシャイトの罰令区の全住民が裁判集会民であり、かくしてこの罰令区が同時に裁判区でもあるこ
（犯）
とを明確に示している。また「年に一二度の裁判集会」とは定期の高級裁判集会、つまり高級裁判所を意味する。し
たがって、この記述に現れる冨目房とは高級裁判区ないし高級裁判権なのである。このことと、さらに「罰令区
の境界の内部で」あるいは「その〔Ⅱ罰令区の〕境界の外部で」という表現は、この言目巨のが「境界」（寓目曰Ⅱ
（鋼）
主格）を持つこと、したがって、Ａ・レナルッＰ①自画目もまた指摘するように、明確に境界設定された領域である
ことを物語っている。次に、罰令区の住民に関して、「罰令区に住む者は誰であれ」の文言と「〔大司教の〕マンス
ス〔保有農民〕の各々は」の文言は、大司教のマンスス保有農民とそれ以外の農民の間に区別がつけられていたこ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
区
別
は
、
上
の
記
述
か
ら
、
次
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
解
釈
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
大
司
教
の
マ
ン
ス
ス
保
有
農民であれ、それ以外の領主の支配に服する農民であれ、およそ罰令区の中に住むすべての住民は、年に一一一日収穫
の義務と干草を堆積する義務及び年に三度の裁判集会参加義務を負担し、さらにその住民のうち鋤を持つすべての
者は年に一一一日大司教の土地を耕作する義務を負担した。これに対して、大司教のマンスス保有農民はこれらの義務
の外に、従属民としての奉仕を自弁で年に一二日間行う義務、及び〔史料一一一〕で述べた貢租を大司教に提供する義
務
を
負
担
し
た
と
。
し
た
が
っ
て
、
大
司
教
の
マ
ン
ス
ス
保
有
農
民
は
荘
園
従
属
民
と
し
て
の
義
務
に
加
え
て
、
さ
ら
に
罰
令
区
の
住
民としての義務という一一重の義務を負担したことになる。言い換えれば、大司教は自身の荘園従属民に対して荘園
領
主
権
と
罰
令
権
・
高
級
裁
判
権
を
同
時
に
行
使
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
大
司
教
は
そ
れ
以
外
の
罰
令
区
住
民
に
対
し
て
は
罰
令
権
・
高
級
裁
判
権
の
み
を
行
使
し
た
。
要
す
る
に
、
以
上
の
点
に
、
罰
令
権
・
高
級
裁
判
権
つ
ま
り
バ
ン
領
主
権
は
荘
園
従
属
民
に
対
し
て
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『年次収入台帳』にはマンダーシャイト領域を含めて全部で三七のトリール司教区内の領域における大司教の諸
権利と毎年の収入が記録されているが、Ａ・レナルッは記録されている諸領域の所領構造の一般的なシェーマを明
らかにしている。つまり、村落が中心を構成し、その周囲に、三つの支配領域、すなわち耕地・牧草地・葡萄畑・（弧）
菜園からなる規則的に耕作された土地、境界設定された森林と水流（河川湖沼）、最後に四割令区が横たわるという。
〈妬）
また罰令区は、境界設定された森林と水流の領域の外側に位置する。この所領構造は、正にバン領主権が荘園従属
民に対してだけではなく、その域を越えてそれ以外の罰令区住民に対しても行使される支配権であったことと相即
的な関係に立っているということができる。なお、マンダーシャイトでは、オーバーブルクに接続して村落オーバー
マンダーシャィト○ずの目目量唾・亘已が成立しているので、この村落がＡ・レナルッが述べるところの「中心村落」
（釦）
、
、
、
、
、
、
、
、
、
を構成したことになる。また『年次収入台帳』に、「従属する諸村落からの雌の鶏四○羽、卵一一○○個と共に２日
巳］］】の切弓の①巴の三宮の。×Ｆ・忠］］旨①・・巨・白日・ｏｎ・」と記されているように（傍点Ⅱ筆者）、オーバーマンダーシャイト以
（釘）
外の村落もまた、大司教の支配権に服していた。
次に、このマンダーシャイトの（村落オーバーマンダーシャイトをも含む）荘園及び罰令区は、マンダーシャイ
トの城塞オーバーブルクといかなる関係にあったのかを考察してみたい。先ず『年次収入台帳』の中で、マンダー
（犯）
シャィトにおける大司教の収入に関する節においては、城塞オーバーブルクに関する記述は全く現れない。城塞に
ついての記述は、「建設官職・蔑○盲目ｇ］三」に関する節に続いて設けられた城塞に独自の節に、纏まった形で登場
する。しかし、この節では、所謂国士城塞について、城塞守備隊の毎年の勤務の開始時期、城塞守備隊に対して大
司教が行った支出、守備隊の人数についての記述がほとんどを占めており、城塞の機能やその周辺領域における大
く
示
さ
れ
て
い
る
。
行使されると同時に、その域を越えてそれ以外の罰令区住民に対しても行使される支配権であったことが、遺憾な
9１
（羽）
司教の支配権についての記述は皆無である。国土城塞とは、マンダーシャィトの外に、エーレンブーフィトシュタィ
ンロ胃①弓［の〕国①旨、グリムブルク○口曰宮侭、ザールブルク、目［盲信、ヴェルシュヴィリッヒミの］②ｇ三一｝一ｍ、ノィァー
（佃）
ブルク・パイ・ウィットリッヒＺ①巳①『す巨信ワ①】二三三、アラスンロ・眉の七つである。これらの国土城塞のうちザー
（虹）
ルブルク城塞のみが城塞周囲の領域の所領管理の中、心として現れる。以上の事実を踏まえて、Ｉ・ポトシュは「ザー
ルブルクを除けば、いずれの国士城塞も行政の地域的中心とは呼ばれていない」と述べ、城塞とその周辺領域にお
（妃）
ける大司教の支配権の関係については沈黙している。他方で、Ａ・レナルッによれば、そｊじそｊｂ『年次収入台帳』
には書き記していない事柄が目立ち、この空白は極めて大きく、トリール教会の領国の規模をより正確に確定する
（蝿）
ことを最初から放棄せざるをえないほどである。ｊｂし「年次収入台帳」がトリール教会の領国の完全な叙述を与え
ようと意図したとしたならば、さらになおランデスヘルの城塞と都市に特別の注意を向け、城塞周辺領域と都市周
辺領域を詳細に論じたに相違ないという。Ａ・レナルッのこの指摘は、城塞とその周辺領域における大司教の支配
権
の
間
に
関
連
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。
我々はこの関連で、上述の〔史料一〕を想起したい。この史料によれば、大司教アルベローは二四七年に国王
コンラート三世の仲裁の下で、ルクセムブルク伯ハインリッヒから「マンダーシャイトの城塞〔オーバーブルク〕
とそれへの付帯物（付属物）巳①寓言已四」を獲得し、それ以来この城塞と「付帯物（付属物）己①三口の三四」はトリー
ル教会の所有物となった。同じくその際述べたように、「付帯物（付属物）で①三口①三四」の用語は「城塞に付属する
領域」、「城塞区」、「城塞に付属する支配領域」を意味する。このように見てくるならば、これまでの検討により明
らかになったマンダーシャイトの荘園及び罰令区は城塞周囲の支配領域であるが故に、この〔史料一〕で語られて（“）
いる「城塞に付属する支配領域」としての「付帯物（付属物）己の寓目・呂四」に対応すると解釈してよい筈である。
またしたがって「マンダーシャイトの城塞〔オーバーブルク〕とそれへの付帯物（付属物）己①昼ごｏ三四」の表現は、
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この城塞が付帯物（付属物）、換言するならば周辺の荘園及び罰令区つまり支配領域の中心であったことを物語っ
ていると言わなければならない。ただし、念のために一一一一口えば、この場合の中心とは、そこから城塞の始原的な機能
たる保護権力が行使されるという意味の中心であり、所領管理の中心という意味ではない。保護は支配の核心をな
（妬）
すものであるから保護権力もまた支配権力である。したがって、保護権力の中、心としてのマンダーシャイトの城塞
オーバーブルクとその周囲に位置する荘園、諸村落、高級裁判区・罰令区（冨皀目の）の全体は、一体をなす支配領
域であり支配権であった。結論を先取りして言えば、このような城塞支配権は最早フランス型のシャテルニーとし
て把握される。さらに、オーバーブルクは大司教ハインリッヒ・フォン・フィンスティンゲン國凹三ｓご目宝口昌ロー
（妬）
、の口の時代（一一一六○’八六年）以来、地方行政役人たるアムトマンンヨ目目口の所在地となっている。こうして、
マンダーシャイトの城塞オーバーブルクのシャテルニーは、十一一一世紀後半期に、大司教の領国の地方行政区たるア
ムト管区マンダーシャイトヘと発展していった。さらに、翌十四世紀一三一一七年にフィリップ・フォン・シュピー
ゲルベルクニ】｝】弓ごｇのロ①、①］ワ①缶が大司教バルドゥイーンと締結したマンダーシャイト（オーバーブルク）の城
（灯）
ま守備レーエン契約の中に、「罰令区マンダーシャイト＆言ＯＳの三目Ｑ：ｏ室［」の表現が現れる。この「罰令区マ
ンダーシャィト号ａＣＥｍ三四己①扇○三（」は、マンダーシャイト（オーバーブルク）のシャテルニーないしアムト管
区
に
対
応
す
る
と
言
っ
て
よ
い
。
こ
の
城
塞
は
十
二
世
紀
後
半
期
に
建
設
さ
れ
、
へ
レ
ン
し
て
保
持
す
る
本
拠
城
塞
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
へ
レ
ン
三
マ
ン
ダ
ー
シ
ャ
イ
ト
・
ニ
ー
ダ
ー
ブ
ル
ク
（
下
手
の
城
塞
）
フ
ォ
ン
・
マ
ン
ダ
ー
シ
ャ
イ
ト
が
ル
ク
セ
ム
ブ
ル
ク
伯
か
ら
レ
ー
エ
ン
と
フォン・マンダーシャイトの断絶（一二○○年頃）の後、その
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（蛆）
同族のへレン・フォン・ケルベンの手に移行したことは、既に上述した通ｈソである。また同時に、この城塞の史料
初出は一二○一年であることも既に述べた。この時の史料とは、トリール大司教ヨーハンが、オーバーヵイルの荘
園における所領と諸権利を巡るヒメロート修道院とマンダーシャイトのニーダーブルクの城主ディートリッヒ・フ
ォン・ケルペンの間の和解を確認した証書である。この証書はシャテルニーの視角から見ても、極めて興味深いも
の
で
あ
る
。
そ
の
主
な
内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
〔史料五〕「朕は汝らの村落共同体［目旨閏冨の］に以下のことが知られることを欲する。つまり、マンダーシャ
イトのニーダーブルクの城主ディートリッヒが、ある時その村落オーバーカイル［【【四一一①］において農民たちの毎
年の裁判集会を主宰した時に、同人の従属民は、ヒメロート修道院が同村落の罰令区［冨目ｇ］並びに領域（罰令
区）［［①三・言白］において所有した土地と所領について、同修道士たちに訴を提起した。そこで、いかに彼〔城主
ディートリッヒ〕は当然に教会のためにも農民のためにも彼の裁判区〔旨三○旨〕を保護したか、十分に入念な審問
［旨Ｐ巳三・口］が行われたために、彼は以下のことを明白に認識した。つまり、同地で、同修道士たちが、いずれ
に位置したのであれ野原と草原、湖沼と水流、耕地と未耕地において所有した所領は、これをずっと以前から保持
し、また正当に取得されたと。それ故に、たとえその他上述の修道院所領の利害関係者が彼の在世中であれ彼の死
亡の際であれ現れたとしても、彼はその当時所有していた同修道士たちの所領を彼の保護〔ｇ苛皀・〕に受け入れ、
また農民たちの同意を得て、森においても牧場においても彼の罰令区の全体に亙って、共同利用権を永続的に保持
されるべきものとして修道士たちに許し与えた。ただし、同修道士たちは彼ないし彼の相続人の許しがなければ、
その他、最早、同地でいかなる所領も取得することができないという条件で・・・・・・・・・：：。：Ｚ・‐
〔昌己のｍの①臣。］自己ロの二已巨①『の一国（①色のの［Ｒ①．□巨○□弓弓①。Ｑ①二○口の』○口目二口、目ロ旨○二ｍ○四⑫［国ｅ①ご自画ロロの易○ケの】（・○日目四一昌巨四口□○つＲ①の①ｓ路の【
四ローロ。ご一国Ｃ］【○日の（」○○二罠ロ旨已］］四目四□①【①】｝］①．面○ロニョのの○巨己①一］］旨、可四百一ウロの□①出の旨］■昌一８。＠Ｐ臣①の［一○口①、目○皀の已貝冒己臼
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（①己の①［で○ｍの①の⑫】○己ｓｇ》色目の己①白○①ロ○す盲目己○ｍｍ昼①ワ巳冒す目二○①（［①己〔○二○頁①註［①巳］］①．ｐ巨巨目】国Ｐ巨①ｓ］】、①昌一の胃】の口の臣の
①、⑫①（】己Ｐロ】の】ご○ご＠・臣（【四円ロ①ＣＯ］①の】①ロ】□①］一○①（Ｐ巨四Ｒ己同臣の二○】の】巨、【一○】四円ロの口四目己Ｃｏｐｍの【巨四Ｒ①【・一口【①］］の×】（ロ』四二①、巨○Ｑｂ○ｍｍ①のの】。ご①⑫．
△巨色の曽己①日ご円①ｓｏ［】坤皀①局弓回す①ｓ國二［・口冨○口目巴巨①の】【①①四ｍ①己［ご○四目ロ】⑫①【己国【一ｍ・旨四Ｐ巳の①〔四Ｐ■四日目Ｑの○口国】すロの．ご〔①『二ｍ
○已房①［曰○巨］房邑］○信。①四ｍ｛①目の国員①三口の（①旨の国昌＆の目・目□①貝ウ○二○日目旨昌＆呂○①巨○亘一□①ｏの（①８宮旨Ｃの己の白白Ｂ
Ｅｓｍ目ＰｇＢ旨ｓｏ目①①〆】の（の円の［・す。旨」己の○日目Ｐ巨①曰ごＣ宮ウ①ず目［・旨の目白ロの苛昌】○二①白目呂○①ロ〔①【８口８ｍ三①】の８局①口の巨
曰のｐ８皀白己の目。ご曰冨目ロ日の目目８日目〕目①圏申の①二ｍｍ目己二宮ｍｏＥｍ昌昌三二巴三の冨巳の曰・己・邑皀①己四の言四目の（鋸・ロ
ロ①○①【①『。ごロ］］四ｍ】ず】四円ロロ］】口の四。】ご〕⑫○】己○ｍの①ご〔＆口①、宮四○○ロー一口の己［一四口①］の臣○○①、。Ｒ巨自〕のロ。【巨円自己○ｍの＠の巴○どのの．・・・・・・・」○
以上の内容を簡単に要約するならば、次のようになろう。ニーダーブルクの城主ディートリッヒないしその荘園従
属民とヒメロート修道院の間で、村落オーバーカイルの罰令区の中にある当修道院の所領を巡って争いが生じた
が、この争いはディートリッヒが議長として主宰する村落の定期裁判所で、修道院がこの所領を古来正当に所有し
てきたものであることが認められる形で解決された。その際に、ディートリッヒは修道院の所領を自己の保護に受
け入れると同時に、村落共同体の同意を得た上で、かつ修道院は村落においてそれ以外に所領を取得することがで
きないという条件を付して、罰令区におけるアルメンデ利用権をも修道院に承認したと。なお村落オーバーカイル
（印）
はマンダーシャィトのニーダーブルクから南南西の方向へ約一一伽の地点に位置する。要するに、ニーダーブルク
の城主ディートリッヒが裁判権［冨冒回］を行使した村落オーバーカイルの罰令区［冨目扇［の三・昌曰］の中に、
城主ディートリッヒの荘園とヒメロート修道院の所領が存在したが、城主ディートリッヒはこの修道院領を、それ
以上の拡大に歯止めをかけつつ自身の保護権力の中に取り込んでいったのである。また村落オーバーカイルの罰令
区［宮自伝［①口言昌己］は、城主ディートリッヒが裁判権を行使する裁判区［旨の［一・旨］でもあったことが明らかに
（皿）
なる。しかｊｂ村落オーバーヵイルは高級裁判領域であった。我々はこのような罰令区ないし高級裁判区に対するマ
9５
ンダーシャイトのニーダーブルクの城主ディートリッヒの支配権を、最早この城塞を中核とするシャテルニー権力
と呼んでよい筈である。またこの史料は、城主ディートリッヒの保護権力への収容と修道院による所領拡大の禁止
が示すように、城主のシャテルニー権力に対してその他のグルントヘルが服属させられてゆく過程を明確に示す興
次に、マンダーシャイトのニーダーブルクの城主ディートリッヒがマンダーシャィトのニーダーブルクの周辺地
域で保持したその他の支配権的権利について見てみたい。上述したように、ディートリッヒの家系へル・フォン・
ケルペンは同族のへル・フォン・マンダーシャイトが断絶した際に、この家系の遣領を継承した。そこで先ず、ヘ
ル・フォン・マンダーシャイトの所領を取り上げることにしたい。ニーダーブルクが十二世紀後半期に建設された
（記）
後、その城山の麓に峡谷定住地たる村落ニーダーマンダーシャィトニ①Ｑｏ日］四三の園＆①丘が成立した。この村落は一
四一一一七年に、ディートリッヒ・フォン・マンダーシャイトロ】①已呂ご・二三四己①【のｓの己による環状囲壁の建設にょっ
（認）
てニーダーブルク城塞の中に取り込まれた。ヘレン・フォン・マンダーシャィトの家系の本来の所領は西部アィフ
エルのニーダーマンダーシャイトと上述したオーバーカイルの二箇所にしか存在せず、小規模なものであった。そ
の外に、ヘレン・フォン・マンダーシャイトは、九七○年頃以降、ラウフェルト、ニーダーエフリンゲン並びにオー
バーエフリンゲン、ギッペラートに存在するエヒターナッハ修道院領に対するフォークタィを、ルクセムブルク伯
（別）
からレーエンとして保有したことは既に述べた。このことはヘレン・フォン・マンダーシャィトがこれらのエヒ
（弱）（弱）
ターナッハ修道院領（荘園）に対して下級フォークトとして裁判権を行使したことを意味する。またこのフォーク
ト管区［ぐ＆】①］は高級裁判区［四・ｍ①【①Ｃ宮］であり、裁判権は高級裁判権であった。なおマンダーシャィトのニー
ダーブルクからの距離に関して、ラウフェルトは東南東の方向へ約三ｍ、オーバーエフリンゲンは南東の方向へ約
四ｍ、ニーダーエフリンゲンは南東の方向へ約五加、ギッペラートは南東の方向へ約六ｍであり、いずれの土地も
が示すように、城一
味深いものである。
●
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（町）
ニーダーブルクから比較的近い地点に位置する。これらの土地から構成ぺごれる城塞周辺の高級裁判区ないしフォー
クタィ管区は、実態的にへしン・フォン・マンダーシャイトのシャテルニーとして把握してよい筈である。
したがって、村落ニーダーマンダーシャイトに対する支配権、オーバーカイルの罰令区ないし高級裁判区、エヒ
ターナッハ修道院領の高級裁判区ないしフォークタイ管区が相俟って、実態的に、ニーダーブルクを中核とするへ
レン・フォン・マンダーシャィトのシャテルニーを構成したと結論される。これらの支配権の全体を示す用語は検
出されなかったが、個別的にそれぞれオーバーカイルは罰令区［冨目Ｅ［の己［・昌昌］、裁判区［旨昌昌］、エヒター
ナッハ修道院領はフォークト管区［ご画身①］、高級裁判区［四・ｍ①『の三］と呼ばれるシャテルニーとして把握しうるこ
とが明らかになった。これらの支配権あるいは支配区の総体をも、実態的にシャテルニーとして把握して差し支え
な
い
筈
で
あ
る
。
この城塞は十二世紀以来存在し、またその位置はマンダーシャイトから北北西の方向へ約二五ｍ地点のアイフェ
ル地域であることは既に述べた。ケルペン城塞についてシャテルニーの視角から見て興味深い史料は、村落ケルペ
ンの聖堂とケルペン城塞の城主との間に生じた裁判権その他の権限を巡る争いに対して下された一二七五年一○月
の仲裁判決である。なおこの時期の城主は、以下の記述からも明かなように、ヨーハン・フォン・ケルペン］・盲目
ご・口寄Ｂｇ［ロのｇＢｏｇ］の寡婦ベァトリックス［因の豈〆］とその長男アレクサンダー［シ］①〆目ｅ①『］である。その
主な内容は、
〔史料六〕「本証書を見ようとするすべての者に、騎士たるヴェネマー・フォン・ギムーーッヒ［三邑曰四目二①ｅ‐
四
ケ
ル
ペ
ン
城
塞
□①９ｓ①目］の》
次の通りである。
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白の曰＆］、献酌侍従ヴィルヘルム・フォン・ニッデゲン［三房の］曰巨の己旨。①目四二の二□①・富ご］、ヘルマン・フォン・フ
ォレスト［函①目目自己①田・円①、Ｓ］、〔小さき兄弟修道会の〕修道士ギゾー・フォン・ギムニッヒ［Ｓｍ・ロのｅ目①己呂］、
同兄弟修道会の修道士へルマン・フォン・シュテーデム［西①目目自己のｍＳｏ宣曰］、小さき兄弟修道会の修道士へ
ルマン・フォン・ラインヴエルデ［西のロロ目目の巳①【①言二の己①］とディートリッヒ・フォン・ケルペン［、二・。①ｎ日‐
己の目］は、主による永遠の救いと平和を〔祈る〕。我々は、汝らすべての者に以下のことが知られることを欲する。
すなわち、（Ａ）
し
た
諸
点
に
つ
い
に知らせるものであると。□〕
て
、
れるものとする。〔一一一〕同じく、修道院の供給係［８］四昌扁］
Ｉ
■
ウスローデ［Ｃ巨貝＆①］、ハー、不
る
三
度
目
の
裁
判
集
会
の
後
に
訴
え
る
も
の
と
し
、
、開圏期にⅥ〔ケルペン城塞の〕城主の高級裁判所
またこの者たちから入念に調べた真実に基づいて、
、
９
ｊ
ｒ
０
肌がノ．Ｌ、小串切耀肥がり．〈［Ⅲい
て対立と不和が存在したために、
川刊ⅥⅦ副１１引制利Ⅵ何Ｍ則州引珂尹割耐撫Ｕ聖寓芸参事会と他方のケルペン城塞の城主との間に、以下に記
■曰
７
つ手工ｈソ、
ｌ
［四四口①］
の
従
属
民
、
及
び
水
車
ベ
ン
ト
ミ
ュ
ー
レ
［
団
①
目
三
旨
］
の
従
属
民
は
、
年
に
三
度
Ｉ 聖堂の蝋負担民と、三つの村落すなわちミュートローデ
ー
、
ノ
曰
凹
丙
ノ
双方の側から選ばれかつ任命された我々仲裁裁判官は、（且同
［四一［目二＆一○旨己］に出席するものとする。またもし実際にその
上述の対立と不和を既に、以下のように収めかつ鎮め、
？
の面前でなければ、いずれの世俗的事項のためにも、
。〔一一〕．）一、（」らに、上記の村落ないし場所で、聖堂参
？
９
卜
…
５
，
？
〃
Ｌ
｜
田
兜
与
土
７
％
芦
眉
フ
》かつ鎮め、公
■
ｌ
［ご曰巨百○□①］、汚卜
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方で、我々ケルペン聖堂の修道院長と全聖堂参事会、及びケルペンの城主ヨーハンの寡婦たる私ベアトリックスは、
私の長男アレクサンダーと共に、．：上記の仲裁裁判官によって定められた上記のすべての事柄を：．：永
続的に守ることを約束する□ご旨①邑切官①の①昌①⑰一三の国、ご雪昌二日目巳二の○百】の己○戸己一二①］白巨二冒○の円目二ｏｚ己①。【のロ］・
田のｐご自己巨、ロ①田○局の［Ｐ日】］一〔のの）可昌①Ｒ○『、。□の⑦豈冒①巳○百坤皀のＲ国①口二目己巨⑫ロ①、［。○ずの旨〕。ａ一己の埣呂己曰官①ＳＣＳ已目・坤皀①円
困①ロロ目自房已①宛の］昌三①ａの①（坤皀①Ｒ目戸□①、自己①ロ四○ａ一己の坤自白白目旨○已曰の四一日①曰の〔で四○①曰冒□○ロニロ○ｍの曰己】【＠日四日・
ぐ９頁①ご○已口］曲⑦二く。］巨白口の口已巨①岳】己〔一》ロロｏＱＣ巨昌］○二ｍ。［①ロ］ごｏＲの①〆昏の国昌＆、の①ご巴○二①ｍの芹ｓｍ８ａ】の旨（９頁①ご○＆冒昌①｛８‐
目白盲目］Ｐ口の①○○一①】の①、四ｓのロの】の①〆巨口四で昌与の。①〔旨［①ＲＱｏＢご巨曰○四ｍ［国、四ｓの己の一ｍの〆四］（の国己四】斧Ｐの自己①ＨＰ曰す巨の□四日四宮】ｏ口一一ｍご‐
坤津己○の冨の．ｚ○ｍ冒曰□自画曰胃亘曰①〆巨胃呂ロ①已四］二①の］のＣ［】の［８二畳目【①》『①８℃房旨日日の貝】の①〔ご○房の〆四目屋目亘の日四】○日日の［⑫①‐
昌○旨自己四］Ｈ○○三四口○日目］①ご己①日ぐ一一｝ｐ①〔ぐ①二国局四ヶ①］己①曰ご＠勗○目国冨＆］】、①貝①原の四己の曰ｓｍｏｏａ旨の①『Ｓｍの①ロの】。□①、
□の二円自国己巨⑫①（の①二四＆【ロロの一ごほ巨口○口〕○二巨閂ご己Ｒ○二回ロ。屋自〔＠の》Ｐ巨○已豈○ロニロのｍＣの『○○①目、巨四］①の①○○］の厨①①（弓○目二二ｏｍｍＱの［回す口のく一｝］］ｍ・
のｏ】」】ｏ①（三畳【。』①）□巨目ｏＱＰ西目①》①｛ず。白目①のＱ①曰○一①自昌二○国の昌白已曰己ヴニ、｛①曰で○二ワニの回ご已冒四］（○白ｓｏ】○二○日】已已①８ｍ‐
と我々は判決する。〔六〕
おいて訴を提起することができるものとする。〔四〕
〔五〕同
〔七〕
じく、聖堂参事会員の聖職禄を、誰も城主の〔高級〕裁判区
■
目
１
日 同じく、ミュートローデ、ベントミューレ及び宮口○ｍ目。、①『の一一一つの水車のいずれの四
１
ｕ
〃
可
ノ
ズ
ノ , ９
１
７
〃Ｊ・・・■■
』二
■
【フ
同じく次のことを我々は公に知らせる。すなわち、聖堂区の
■
リ
ー
ヮ
日
一
二
▲
頤
一
一
【
リ
Ｊ
庁
Ｌ
「
〆
聿
Ｍ
ｍ
ｕ
炉
Ｒ
ｕ
，
［旨ｓｏ目白］を通じて押収しては創曰刺ⅥⅥ
ン
フ ７
仮
鼬山岸卜廃坑
。
他 ，
０ ○
9９
〔［○○○円ロ己四円①ワ巨己（〉①（の】Ｐ口四四○○口の色ご□四一］一一の一の自己○ユゥロ切目の巳、一○○一ｍ①日の円の①二［Ｊ四○○口の四す巨二（で○四｛（の目国目○○一］。○ロ（〕○二①ロ】Ｐロ①ご巨一‐
、四三①局昌［旨四壱①一一皀冒．………：石【の【のＲ８冒官のｓ○旨く】一言ぐ①二○○】の目一一房ご○】の［胃①、国ロ○二の曰・皀の】巳①Ｒ８日目〕ロロ＠日ご目‐
○ＥＢＣ津目白］〕．①〆○のロ］の○四ｍ一ウロ、己の員旨の貝一つ■、回已四一旨白目ｓｏ旨】己。○ヨ邑己。①○四の百○・ｍ｛ご①Ｈ○四一昌昌の①〆（国己①巨の】す一日⑦の国己Ｑ巨口】
旨の三・℃のＲ二目ｏ旨曰９○三已已①８冑○詩〔臼〔①白白○口目○国曰巨ＰＰ巨○二画。ｐ言ののｓｏ国［目］三］四目曰昌一］巨⑫旨○目の自己百畳①Ｈ①己。‐
〔①貝官○四一】昌四『の〔①冒己○国戸皀巨８国曰ｏ①一①円昌ｏ８目①二白の．辺くの『○四○（○二宮の宣旨＆冨已①旨＆戸言亘〔。｛①昌白○己○℃○の〔
［ニロ巨巨Ｈご旨四一ｓ旨＆○一○己。（の【巨皀（○○二口①昌国・閂［①白で【。ごニロｏ】臼己屋、ご皀巨。□で円のロ。、］曰、①『Ｃ四目白］巨目Ｒ①○○ｍ二○ｍ○巨口戸卓巨。□ロ○二℃○の‐
、目｛註○①Ｒ①①屈○［一○己のの旨四一】巳○ｍロ①豈○曰】已宮の旨曰＆○房・己①Ｐ口①画一ご曰の四一旨の①百○二○二①、註○一①二二①○己①曰・巳の］白四昌庁の菌①【
。。【ロ門口二口〕の口の○①ｍの》一四℃臼爲。◎す】の宮○○円の□巨】『四【・閂（①Ｒロー〕Ｃ】目ご口の）ｐ口。□ご円①す①ニニ四『ロ○四己。ご］○○円巨閂ロロロ一一口の四【①の【回す】［での［】巨已一○】巨閂ご己。Ｉ
曰】己Ｑ①○四ｍ【【○・円［のヨｓｏ】白巨の皀巨。』ぬＥ①一】すの｛○四『臣○四□①【ニヮ宮の閂国○一のご昌亘の二国巨弓。□①Ｊ因①員白□一言①（Ｆ画ロ○ｍ己四○ｍ①門、口。〔の曰で。『①
一弓①局』Ｒ⑦で。（の口［四二＆］○二旨○四已○皀○。【巨曰①（す一口ｅ二目ロロＣ①円の四二白○一①ごＱ旨色目Ｊ四一】⑦ぐ①Ｒｏｐｏｐ・閂［の曰ｓｏ】白巨のＰ巨○□閂の四四□○○○一‐
Ｑ①ご［巳の日ロ四耳①曰①○○一①の】①ｍ〕白色Ｑ①ヨロ已国（①曰のＤＣ］の⑫】①己①三どの亘［・ｚｏｍぐの８百①己○国旨の【○白目＠口①８で】白］自己①○○］①巴①ｏ自己①ご巴⑫．
①［①、○国①自国×円の］】○菌Ｑ○日目一］○す四口己ｍｅ①ＤＰＳの自四・○口曰威一一○日①。官冒〕○ｍ①己（。Ｈシ］の〆四ｐｓＰ．：……己【。ｐ昌曰巨巨の。日日四目‐
（詔）
己『三○【：宮①註房言三の。ａ言冒……：：：白已のＢ①旨ニョ・宮①白日①．…：：…：………」（傍線Ⅱ筆者）。
先ず、傍線部（Ａ）の記述はケルペン聖堂とケルペン城塞の城主の問で不和対立が長年続いてきたことを示して
いる。その係争点は、大略して七つの点に纏められる。第一点（傍線部〔一〕）は、以後ケルペン聖堂の従属民、
つまり蝋負担民、ミュートローデ、ドゥスローデ、ハーネの三つの村落の従属民、及び水車ベントミューレの従属
民に対して、ケルペン城塞の城主が高級裁判権を行使するに至ったことを意味する。このことは城主が元来城塞の
周囲で行使していた高級裁判権をケルペン聖堂の従属民に対しても行使すること、換言すれば城主の高級裁判権の
教会従属民への拡大、ないし城主の高級裁判所への教会従属民の組み入れと解釈される。また城主はケルペン城塞
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の周囲に高級裁判区［四］已曰旨ｓｏご日］を保持していたことも明らかである。傍線部〔二〕は、ミュートローデ、
ドゥスローデ、ハーネの三つの村落、及び水車ベントミューレにおいて、ケルペンの城主の高級裁判所に属する事
件の場合と部外者が犯人の場合には、ケルペンの聖堂参事会の使者ではなくケルペンの城主の使者が逮捕を行うべ
きことを意味する。したがって、この記述は聖堂参事会の逮捕権の後退、これとは逆に城主の逮捕権の拡大を物語っ
て
い
る
。
傍
線
部
〔
三
〕
は
、
た
と
え
世
俗
的
事
件
の
場
合
で
も
、
こ
れ
を
上
記
の
教
会
従
属
民
を
被
告
と
し
て
教
会
の
供
給
係
が
主
宰する裁判所以外には出訴することができないが、しかし原告がこの教会裁判所で敗訴したならば、城主の高級裁
判所に再度訴えることができることを内容としている。そのために、この記述は城主の高級裁判所が教会の供給係
の
裁
判
所
に
対
し
て
上
訴
裁
判
所
の
ご
と
き
役
割
を
演
じ
る
こ
と
に
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
筈
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
も
ま
た
、
ケ
ル
ペ
ンの城主が上記の諸村落の教会従属民に対する裁判権を教会の手から吸い上げて自らのものにしてゆくことを意味
する。傍線部〔四〕は、修道院長と聖堂参事会が聖堂区のために必要な場合に上記の諸村落の従属民から税を徴収
しうる以外には、ケルペンの城主も含めて誰も税を徴収することができないことを意味する。この記述が和解契約
に盛り込まれたこと白体が、その時までケルペンの城主が上記の諸村落の従属民から税を徴収したか、それとも税
の徴収権を要求していたことを物語っている。傍線部〔五〕は、城主が自分の高級裁判区の中で聖堂参事会員の聖
職禄の押収を通じて妨害行為を行ってきたことを裏面から語っている。傍線部〔六〕は、上記の諸村落の従属民の
四輪車が聖堂参事会員の土地に赴く際に、ケルペンの城主が妨害を加えたこと、傍線部〔七〕からは、ケルペンの
城
主
に
よ
る
聖
堂
の
イ
ム
ニ
テ
ー
ト
の
侵
害
行
為
が
あ
っ
た
こ
と
が
、
高
度
の
蓋
然
性
を
も
っ
て
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
るならば、ケルペンの城主はケルペン聖堂の所領、つまりミュートローデ、ドゥスローデ、ハーネの三つの村落及
び水車ベントミューレを自身の高級裁判区に編入しただけではなく、その他様々なやり方でこの教会領の従属民に
苛
數
詳
求
の
手
を
加
え
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
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次
に
シ
ャ
テ
ル
ニ
ー
と
の
関
連
で
、
ケ
ル
ペ
ン
の
城
主
は
城
塞
の
周
囲
で
そ
の
外
に
い
か
な
る
権
利
権
益
を
保
持
し
て
い
た
の
か
を
見てみたい。その手掛りとなるのは、ケルン大司教エンゲルベルト団信①］ワ①弓がへレン・フォン・ケルペンによる
ニーダーエーエ二ａ臼①言修道院への寄進を確認した一一一一八年の証書である。その主な内容は次の通りである。
〔史料七〕「：．・・・〔朕Ⅱケルン大司教エンゲルベルト〕は現在及び将来の者に以下のことを知らしめる。
す
な
わ
ち
、
デ
ィ
ー
ト
リ
ッ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ケ
ル
ペ
ン
、
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
フ
ォ
ン
・
ケ
ル
ペ
ン
と
ア
ル
ベ
ロ
ー
・
フ
ォ
ン
・
ケ
ル
ペンの兄弟は、その相続人たちと共に、修道女の修道院を建設するために朕の前任者たる今は亡き〔大司教〕フィ
リップ〔在位一一六七’九一年〕の手によって、ニーダーエーエ［汚］という名の村落のその自由財産を、すな
わ
ち
ニ
ー
ダ
ー
エ
ー
エ
の
教
会
保
護
権
並
び
に
付
属
の
十
分
の
一
税
、
一
ア
ラ
ト
ル
ム
［
回
国
冒
曰
］
の
耕
地
を
、
水
車
の
全
体
と
共
に、またさらにシユタットキュル、三［ご］］［］ご］①］という名の村落の所領を、耕地と未耕地の形で、牧草地と森林
の形で、かつ河川湖沼と水流の形で、さらに．：．・・・から購入され兄弟たちの相続人のために同村落〔シユ
タットキュル〕に割り当てられた男性と女性の奴隷の形で、すべての権利及びすべての物件と共に寄進したと。上
述のディートリッヒは特に同修道院にクリユッセラート【三ｍの①目［Ｃ二①己①］という名の村落でのレンテの中から
一マルクを寄進した。アールドルフン冑二・島［○宮・詮］という名の村落で、耕地の形で森林の形で、五○モルゲン
を〔同修道院に寄進した〕：……：：ご・自己胃一目ｇ冨曰ごＢｏｍの三宮二目日昏〔三Ｐ□口・ロー①＆①国○巨の．シ］①苗己①Ｈ①（シ］ず①［・
埣呂のの□①【①召①ごｏ巨曰声①局＆宮、、巳、巳］。□旨日の目冒旨く一一］四》皀四①ｓｏ】白日Ｋｐ己８己の百．巨①己巨日８の二○ウ旨目］函目＆ロ〕○昌巳旨曰
ロ①【曰目冒己訂旨一ｍ曰①曰。Ｒ旨①勺巨］］一口己国＆①Ｃ①叩の○二ｍｐｏｍａ２白○白已］日①①巨昌①、回国（①８口旨］①曰員・宮【８目巨昌ぐ昼の］】８〔のｏ‐
○］①、旨①Ｑ①●臣のＣ巨再ロ。①ｏｐｐ旨四戸】己のロニワ巨のＯ巨一戸口【餌ロ］ロロ』口の国境自国①【一二〔①、ユ〔自①円己○一①二二】□】・己○ｍの①、の］。□①の①毎日ご」ごく】］］画・ロ巨四①。〕。】‐
（ロＲ』【室］ｐ一口〔①【口のＣ巨］（】の①［一二○口］［】の。】ご己同口（】の①【＆］ぐ】Ｐ】二四□巨富口ロロ四『口『ご□口の□①○口易』ウ巨叩や】ロ閂口回自Ｃ】己巨の①白日ロ巨口］己のＰ口①、①〆巨、。
□巨四①：：：：：：①日已冒①｛ず四目①＆つ口の切昌、一○○○の昼の曰四○○①の、①円巨三・ｍ巨己ＢＳＣ己の『宮①○二①二○巨切の巳①○旨］】｛①ＲＣＣご〔皀匡［①三の【ロ①○○］①の）①
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（弱）
曰凹【８曰旨Ｈ①□已冨す巨の白く】｝戸Ｐ目①＆ｏ］〔曰、一言［①ご①・旨四ｍ二ｍ目昌一ぐ】、．Ｆ］巨胴①Ｂ旨く】］一四・巴目①ｓｏ】【貝◎言○段］。
こ
の
証
書
に
よ
れ
ば
、
フ
ォ
ン
・
ケ
ル
ペ
ン
の
三
人
の
兄
弟
は
村
落
ニ
ー
ダ
ー
エ
ー
エ
で
教
会
保
護
権
と
十
分
の
一
税
、
一
ア
ラ
ト
ル
ム
の
耕
地
及
び
水
車
、
村
落
シ
ユ
タ
ッ
ト
キ
ュ
ル
で
土
地
（
耕
地
と
未
耕
地
）
、
牧
草
地
と
森
林
、
及
び
河
川
湖
沼
と
水
流
、
男
性
と
女
性
の
非
自
由
人
、
村
落
ク
リ
ユ
ッ
セ
ラ
ー
ト
で
レ
ン
テ
の
一
部
、
村
落
ア
ー
ル
ド
ル
フ
で
耕
地
と
森
林
か
ら
な
る
五
○
モ
ル
ゲ
ン
の
土
地
を
ニ
ー
ダ
ー
エ
ー
エ
修
道
院
に
寄
進
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
ケ
ル
ペ
ン
城
塞
の
城
主
た
る
フ
ォ
ン
・
ケ
ル
ペ
ン
の
家
系
は
、
ケ
ル
ン
大
司
教
フ
ィ
リ
ッ
プ
の
治
世
の
十
二
世
紀
後
半
期
ま
で
、
こ
れ
ら
の
諸
権
利
を
城
塞
の
周
囲
で
保
持
し
た
の
で
あ
る
。
位
置
に
関
し
て
、
ニ
ー
ダ
ー
エ
ー
エ
は
ケ
ル
ペ
ン
城
塞
か
ら
東
北
東
の
方
向
へ
三
ｍ
弱
、
シ
ユ
タ
ッ
ト
キ
ュ
ル
は
西
北
西
へ
約
一
四
ｍ
、
ア
ー
ル
（印）
ド
ル
フ
は
北
北
東
へ
約
八
ｍ
、
ク
リ
ユ
ッ
セ
ー
フ
ー
ト
は
南
へ
約
五
○
ｍ
の
地
点
に
位
置
す
る
。
ま
た
こ
の
家
系
は
こ
の
時
に
自
身
の
所
領
を
す
べ
て
ニ
ー
ダ
ー
エ
ー
エ
修
道
院
に
寄
進
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
上
記
の
諸
村
落
で
な
お
残
り
の
所
領
や
権
利
を
保
持
し
た
可
能
性
を
否
定
し
え
な
い
し
、
あ
る
い
は
そ
の
他
の
村
落
で
も
所
領
や
権
利
を
保
持
し
て
い
た
史
料
が
存
在
す
る
た
め
で
あ
る。一一一一一一一四年九月一一○日ケルペン城塞の城主ヨーハン［】・冨自言】Ｈ①ぐ。ご寄召のご］がトリール大司教バルドゥイー
ン悪一三口（在位一一一一○七’五四年）に対してこの城塞の開城権を承認した証書の中に、「ケルペンの城塞とその諸々
の峡谷定住地との私の持分へ。：：．受け入れるごヨ旨①皀已①已三①Ｒ宮招く己□①二①ご］］：目【①Ｂ①己：：…①ご言一‐
（皿）
ロ①ご」という記述が現れる。この記述のうち「諸々の峡谷定住地」の表現は、城主の直接的支配権（荘園領、王権）
に
服
す
る
複
数
の
定
住
地
が
城
塞
の
周
囲
に
存
在
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
史
料
は
十
四
世
紀
の
も
の
で
あ
る
が
、
上
述のようにケルペン城塞は十二世紀以来存在したことを考慮するならば、我々はこの定住地の存在を十四世紀以降
に限定して考える必要はなく、むしろそれ以前からのものと考えるのが自然である。さらに、ヴォリンゲンミ○ヨロー
、ｇの戦闘（一一一八八年）後、ケルン大司教ジークフリートの】の、蔑巴とブラバント大公ヨーハン田①目・巴・冨目ご自
国国す目［が締結した和解契約の中に、「村落ケルペンと村落ロマーズムをぐ】］一四の【①Ｂ①ロ①①［Ｆ・日の目三日」という文一一一一口
、
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（舵）
が
現
れ
る
。
つ
ま
ｈ
ソ
、
ケ
ル
ベ
ン
城
塞
の
直
近
に
こ
れ
と
同
名
の
村
落
が
存
在
し
た
こ
と
が
改
め
て
明
確
に
確
認
さ
れ
る
。
こ
の
村
落
に
お
い
て
、
ケ
ル
ペ
ン
城
塞
の
城
主
フ
ォ
ン
・
ケ
ル
ペ
ン
が
領
主
的
権
利
を
持
た
な
か
っ
た
と
考
え
る
こ
と
に
は
無
理
が
あ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
の
考
察
に
基
づ
き
、
ケ
ル
ペ
ン
城
塞
の
周
囲
は
、
城
主
自
身
の
様
々
な
所
領
の
み
な
ら
ず
ケ
ル
ペ
ン
聖
堂
の
所
領
を
も
包
括する城主の高級裁判区［＆白日旨ｓｏ旨白］を構成していたと結論される。城主の所領を越えて及ぼされるこの城
主の裁判支配権は罰令権力以外の何物でもない。またこのような城主権力が行使きれる城塞の周辺領域がシャテル
ニーとして把握されることに疑問の余地はないものと一一一一口わなければならない。ケルペン城塞の城主ヨーハンが大司
教バルドゥイーンに開城権を承認した上述一三一一一四年の証書の中に、「ケルペンの支配領域＆①言易ｏ富津日【①Ｂ①ご」
（田）
の文一一一一口が現れるが、この「ケルペンの支配領域」とはケルペン城塞のシャーナルニーを意味している筈である。最後
に、次節では、これまでの検討から明らかになった城塞支配権を表現する用語及びこの城塞支配権の実態を、改め
て、フランスのシャテルニーを示す用語及びシャテルニー権力の実態と比較することにしたい。
先
ず
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
に
よ
り
明
ら
か
に
な
っ
た
シ
ャ
テ
ル
ニ
ー
を
示
す
用
語
を
、
各
城
塞
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。
マ
ンダーシャィトのオーバーブルク城塞のシャテルニーは旨ご言（付属物、付帯物）Ｉ高級裁判区をも意味す
る
’
三
三
罰
令
区
）
、
十
四
世
紀
に
つ
い
て
＆
臺
扇
（
罰
令
区
一
と
呼
ば
れ
た
．
マ
ン
ダ
ー
シ
ャ
イ
ト
の
ニ
ー
ダ
ー
ブ
ル
ク城塞に関しては、シャテルニーの全体についての用語は見出されなかったが、城主の各支配権について検出され
た用語、つまり村落オーバーカィルについての冨目房（罰令区）、｛の己［・昌曰（領域、罰令区）、旨昌冒（裁判区）、
エヒターナッハ修道院領についてのぐ四身①（フォークト管区、フォークタイ）、囮。、①§宮（高級裁判区）の用語が、
五
結
び
に
代
え
て
●
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各
支
配
権
に
関
す
る
城
主
の
シ
ャ
テ
ル
ニ
ー
権
力
を
指
し
示
す
も
の
と
解
釈
さ
れ
る
。
ケ
ル
ペ
ン
城
塞
の
シ
ャ
テ
ル
ニ
ー
は
旨
＆
・
旨
白
（〔高級〕裁判区）、巳白日ごｓｏ目日（高級裁判区）と呼ばれた。
フ
ラ
ン
ス
の
シ
ャ
テ
ル
ニ
ー
を
示
す
史
料
上
の
用
語
は
、
先
ず
ラ
テ
ン
語
で
は
、
い
ず
れ
も
シ
ャ
テ
ル
ニ
ー
を
直
接
に
示
す
８
ｍ
〔
の
］
‐
］昌騨、８ｍ〔①一宮旨、８ｍ亘］昌国の用語の外に、〔の己［・昌曰（領域、罰令区）、で。（ｏの菌の（命令圏域）、ｓ三・白の（罰令区、
（“）
裁判区）、○月目言の（領域、区域）、言］目の（罰令区）、］三画＆＆。（裁判区）等の用語である。またフランスの史料に
（筋）
現れる己の三口①□［旨の用語もまたシャテルニーとして把握されるべきことが、既に明らかにされている。したがって、
マンダーシャイトのオーバーブルク城塞の宮目巨の、＆四三○冒、で①三二の三四、及びマンダーシャィトのニーグーブルク
城塞の宮目自切、［①己｛・昌曰は、フランスのシャテルニーを示す用語と同一である。ケルペン城塞の旨＆昌昌、四］已曰
旨＆皀白はフランスのシャテルニーを用語］昌昌＆。と実質的に同一であるといってよい筈である。さらに、マン
ダーシャィトのニーダーブルク城塞に関するドイツ語のご四身のに関して、ご国旦①は、フランス史において実態的に
シャテルニーを指し示すことが明らかにされている自・巨臼①〔アヴエ管区Ⅱドイツ史学のフォークト管区二〕四‐
（妬）
すの昌穴〕に対応する用語であり、他方で四○ｍ①Ｒ①○三はこれまたフランスのシャテルニーを示す用語］豆のｓｏ［一・に対応
する。したがって、本稿で取り上げたドイツの一一一つの城塞の城主の支配権はすべてフランスのシャテルーーーを示す
用
語
と
同
一
で
あ
る
か
、
あ
る
い
は
対
応
関
係
に
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
こ
れ
ら
の
城
塞
の
城
主
支
配
権
は
フ
ラ
ン
ス
流
の
シ
ャ
テ
ル
ニ
ー
と
し
て
把
握
さ
れ
う
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
次
に
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た
城
塞
の
城
主
た
ち
が
城
塞
の
周
囲
に
お
い
て
保
持
し
た
権
利
権
益
を
、
フ
ラ
ン
ス
の
城
主
の
シ
ャ
テ
ル
（町）
ニ
ー
権
力
と
比
較
し
て
み
た
い
。
先
ず
、
フ
ラ
ン
ス
の
シ
ャ
テ
ル
ニ
ー
権
力
は
以
下
の
も
の
を
内
容
と
す
る
。
つ
ま
ｈ
／
、
ニ
ー
権
力
と
比
較
し
て
み
た
い
。
先
（
二
荘
園
領
主
権
な
い
し
直
轄
領
（
三
軍
事
罰
令
権
》
軍
隊
動
員
権
と
城
塞
夫
役
要
求
権
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マンダーシャイトのオーバーブルクの城主（トリール大司教）、マンダーシャイトのニーダーブルクの城主（フ
ォン・ケルベン）、ケルペン城塞の城主（フォン・ケルペン）のいずれもが、（二荘園領主権ないし直轄領を城塞
（紀）
の周囲で保持したことは、既に見てきた通りである。（二）軍事罰令権、つまり軍隊動員権と城塞夫役要求権につ
い
て
は
、
こ
れ
を
、
シ
ャ
テ
ル
ニ
ー
が
史
料
上
直
接
に
盲
目
房
（
罰
令
区
）
と
し
て
現
れ
る
城
塞
、
つ
ま
り
マ
ン
ダ
ー
シ
ャ
イ
ト
の
オ
ー
バ
ー
ブ
ル
ク
の
城
主
（
ト
リ
ー
ル
大
司
教
）
と
マ
ン
ダ
ー
シ
ャ
イ
ト
の
ニ
ー
ダ
ー
ブ
ル
ク
の
城
主
（
フ
ォ
ン
・
ケ
ル
ペ
ン
）
が
保
（的）
持
し
て
い
た
と
考
曇
え
て
よ
い
筈
で
あ
る
。
ま
た
そ
う
で
な
く
と
も
、
カ
ロ
リ
ン
グ
時
代
以
来
農
民
で
は
な
く
レ
ー
エ
ン
制
的
騎
士
が
軍
隊の主力を構成したことに伴い公古来の一般的動員、］］、の己。ご①同困①のＳ目口の原則は衰退の一途を辿っていったが、
（、）
しかしこの原則自体は一度も廃止されたことがなく、城塞罰令権国已漏す四目の形で生き残った。したがって、そも
そ
も
一
般
的
に
ド
イ
ツ
の
城
塞
に
つ
い
て
、
城
主
は
城
塞
周
囲
の
領
域
の
農
民
に
対
し
て
軍
事
罰
令
権
を
行
使
し
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に、（’一一）裁判権に関して、マンダーシャイトのオーバーブルクの城主（トリール大司教）、マンダーシャイトのニー
ダーブルクの城主（フォン・ケルペン）、及びケルペン城塞の城主（フォン・ケルペン）がいずれも城塞周囲の領
（、）
域
で
高
級
裁
判
権
を
保
持
し
た
こ
と
も
上
述
し
た
通
り
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
高
級
裁
判
権
は
ド
イ
ツ
で
は
十
一
世
紀
末
期
か
ら
十
一
一
世紀初期までの時期以後、平和運動（神の平和運動とラント平和運動）の影響を受けて、利益を齋す蹟罪裁判権、弓‐
ロ①ｍ①二○言ヶ胃丙耳から現実に実刑を科す流血裁判権国一員、＆・言ワ貝亘【へと変質を遂げたことが既に明らかにされて
（ね）
いる。したがって、本稿で取り上げた一二つの城塞の城主たちが保持した高級裁判権とは、流血裁判権であったと解
〆￣へ－頁へ〆￣へ
五四三
、－－、－〆～■＝裁
判
権
》
流
血
裁
判
権
の
意
味
で
の
高
級
裁
判
権
か
下
級
裁
判
権
保護権力亜財産保護権（市場開設権等）と人格的保護権（保護権、タイュ税等）
森
林
・
牧
場
・
河
川
利
用
権
106
ドイツ封建社会における城塞とシヤテルニー
釈されなければならない。（四）保護権力に関して、城塞が始原的な機能として保護権力を行使したことは〔史料
（ね）
一〕との関連で既に述べた通りである。最後に、（五）森林・牧場・河川利用権、換一一一一口すればアルメンデに関わる
権利について、〔史料五〕との関連で、マンダーシャイトのニーダーブルク城塞の城主ディートリッヒがヒメロー
ト
修
道
院
に
対
し
て
村
落
オ
ー
バ
ー
カ
イ
ル
の
罰
令
区
に
お
け
る
ア
ル
メ
ン
デ
利
用
権
を
承
認
し
た
こ
と
、
さ
ら
に
デ
ィ
ー
ト
リ
ッ
ヒ
（河）
が
こ
の
村
落
に
荘
園
を
保
持
す
る
グ
ル
ン
ト
ヘ
ル
で
あ
っ
た
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。
こ
の
事
実
は
、
グ
ル
ン
ト
ヘ
ル
た
る
デ
ィ
ー
ト
リ
ッ
ヒ
と
そ
の
荘
園
従
属
民
も
ま
た
こ
の
ア
ル
メ
ン
デ
の
利
用
権
を
享
受
し
た
こ
と
を
物
語
る
。
そ
の
他
マ
ン
ダ
ー
シ
ャ
イ
ト
の
オ
ー
バ
ー
ブ
ル
ク
城
塞
の
城
主
と
ケ
ル
ペ
ン
城
塞
の
城
主
が
城
塞
の
周
囲
で
ア
ル
メ
ン
デ
利
用
権
を
保
持
し
た
こ
と
は
史
料
上
直
接
に
は
検
出
さ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
一
般
に
城
塞
と
ア
ル
メ
ン
デ
、
な
い
し
城
主
と
ア
ル
メ
ン
デ
利
用
権
は
ほ
と
ん
ど
不
可
分
の
も
の
で
あ
っ
た。このことに関して、Ｍ・シャープ、Ｓ四号は次のように述べている。つまり「〔弱小な騎士〕より富裕な者は、
相
応
の
城
塞
を
ｌ
そ
れ
が
交
通
の
制
御
権
を
も
た
ら
す
か
ど
う
か
に
拘
わ
り
な
く
Ｉ
広
い
眺
望
を
持
つ
良
好
な
位
置
に
取
得
す
る
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
｝
」
と
が
で
き
た
。
さ
ら
に
、
森
と
可
能
な
限
り
河
川
・
湖
沼
を
含
む
狩
猟
区
と
、
従
属
的
な
農
民
と
同
時
に
と
か
く
手
工
業
者
と
の
集
（巧）
団が、居住のこの一員級へルシャフト的な形式の一環を構成した」と（傍点Ⅱ筆者）。したがって、マンダーシャイ
トのオーバーブルク城塞の城主とケルペン城塞の城主もまた城塞の周囲でアルメンデ利用権を保持したと我々は考
えて差し支えないのである。以上のように見てくるならば、本稿で論じたドイツの三つの城塞の城主権力はいずれ
も、フランスのシャテルーーー権力の五つの主な要素を具えていたものと見なされる。したがって、ドイツのこれら
一
一
一
つ
の
城
塞
の
城
主
権
力
は
、
用
語
と
そ
の
実
態
的
な
支
配
権
的
諸
権
利
の
両
側
面
か
ら
見
て
、
フ
ラ
ン
ス
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、
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〔拭謹ｅ漕祀｡､〕
ＣＢⅡ：LandeshauptarchivKoblenz,AbteilunglCNr2（＝CodexBalduineus2Ausfertigung）
Dehio，Handbuch：Ｇ，DChio，HandbuchderdeutschenKunstdenkmiiler，Rheinland-PfalzundSaarland，bearbeitetvonH・
Caspary,ＷＧＯｔｚｕｎｄＥＫｌｍｇｅ，UberarbeitetunderweitertvonH・Caspary,ＥＫａｒｎｕｎｄＭｍｅｗｉｔｚ,２.bearbeiteteund
erweiterteAuHage，1984．
ＨＨＳＤＶ：ＨａndbuchderHistorischenStiittenDeutschlands，５．Band，Rheinland-PfalzundSaarland，hrsgvonLPetry，
3.,UberarbeiteteAuHage，１９８８．
ＨＲＧＩ，Ⅱ,Ⅲ,Ⅳ,Ｖ：Handw6rterbuchzurDeutschenRechtsgeschichte,hrsgvonAdalbertErlerundEkkehardKaufmann，
１．Band，1971,Ⅱ、Band，1978,mBand，1984,ⅣBand，1990,Ｖ・Band，1998.
Ｋ．Lamprecht，ＤＷＬＩ」，１．２：Ｋ、Lamprecht，DeutschesWirtschaftslebenimMittelalter・Untersuchungeniiberdie
EntwicklungdermateriellenKulturdesplattenLandesaufGmndderQuellenzuniichstdesMosellandes,unveranderter
NeudmckderAusgabe1885-86,1960,ILDarstellung,１２.Darstellung、
ＭＧＤＤＯⅡ：MonumentaGermamaeHistorica・DiplomataregumetimperatommGermaniae,２，１：DieUrkundenOttoⅡ，
hrsg・vonThSickel，1893．
ＭＧＤＤＫｏｍ：MonumentaGermaniaeHistorica・DiplomataregumetimperatommGermaniae,９：DieUrkundenKonradsm
undseinesSohnesHeinrich,hrsgvonFHausmann，1969.
ＭＧＳＳ：MonumentaGermaniaeHistorica・ScriptoresⅧ,S111ff(GestaTTeveromm),hrsgvonGeorgHeinrichPertz,1848,
unveriinderterNachdmck，1992;ScriptoresXXⅣ，S368ff.(GcstaTTeverommcontinuata)，hrsg・ｖｏｎＧＷａｉｚ，1879,
1975.
⑭◎【
J,M6tsch,DieBalduineen：Ｊ､M6tsch（bearb.)，DieBalduineenAufbau,EntstehungundInhaltderU1kundensammlung
desErzbischofSBalduinvonTrier（Ver6ffentlichungenderLandesarchivverwaltungRheinland-Pfalz,Ｂｄ､33),DissBonn
l978，１９８０．
ＭＲＲＩ,Ⅱ,ⅢⅣ：AdamGoerz,MittelrheinischeRegestenoderchronologischeZusammenstellungdesQuellenmaterialsfiir
dieGeschichtederTblritorienderbeidenRegierungsbezirkeKoblenzundTrierinkurzenAuszUgenbearb・ｕｎｄｈｒｓｇｉｎ４
Ｔｂｉｌｅｎ,Tbill，NeudruckderAusgabel876，1974,Ｔｂｉｌ２,NeudruckderAusgabel879，1974,Ｔｂｉｌ３，NeudruckderAusgabe
l881，1974,Tbil4,NeudmckolerAusgabel886，１９７４
ＭRUB１，mm：UrkundenbuchzurGeschichtederjetztdiePreussischenRegierungsbezirkeCoblenzundTrierbildenden
mttehheinischenTbrritorien,bearbvonHeinrichBeyer,LeopoldEltesterundAdamGoerz,Ｂｄ､１，NeudruckderAusgabe
l860，1974,Ｂｄ､2,NeudluckderAusgabel865，1974,Ｂｄ､３，NeudruckderAUsgabel860，1974.ＩⅡ
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(閂）HBBildatlasl21：EiferAachen,Ｓ､４（Ubersichtskarte）ｅ浸函うとj鮒匿。
(｡]）Dehio,Handbuch,Ｓ､630ｆ；ＨＨＳＤＶ,Ｓ・Z22f．
(ぬ）DieManderscheideEEineEifelcrAdelsfamilie,Herrschaft・Wirtschafl･Kultul:KatalogzurAusstellung：Blankenheim,Gildehaus4,Mai-29Julil990；
Manderscheid,Kurhausl6､August-1LNovemberl990,Ｓ、１０４；Dehio,Handbuch，Ｓ､630．
(ず）DieManderscheidenS14．
(の）ＭＧＤＤＯⅡ,Ｎｎ３９〔＝ＭＲＵＢＩ，Ｎ瓜238〕．
(･）LBodsch,BurgundHerrschfLZurTbrritorial-undBulgenpolitikderErzbisch6fevonTrierimHochmittelaltcrbiszumTbdDietersvonNassauけ
1307）（Ver6ffentlichungenderLandeskundlichenArbeitsgemeinschaftimRegierungsbezirkKoblenze・Ｖｂ,Ｂｄｌ３),Diss・Bon､1987,1989,s､43;ＨＨＳＤ
Ｖ，Ｓ222．
(ト）DieManderscheidcES､104;Dehio,Handbuch,Ｓ､630;WReichert,LandcsherrschaftzwischenReichundFrankreich､Verfassung,WirtschaftundTbrri‐ ①。【
（Ⅳ）困困、ｏぐ・叩・凹巳》ｏ】①三目
（旧）国国、ｏぐあ」＆》Ｏ①ごＰエ
（四）三国〕因閂・Ｚ尻お〆切・山金．
（９）ロ①三四己①『⑫ｏ冒冨９，．ｓ今一二【丙①一○声①員Ｐ四目①号四『⑫ｏ宮津Ｎ三一⑰呂呂丙①－８色目田『目胃⑦一号》ｍ・お〕・
（Ⅲ）閂・因ｏＱｍＣ戸因巨伝巨己西の弓⑫。宮津・の・臣Ｐ一弓・
（ｕ）二丙［田Ｐｚ巳田・
（辺）二一へ丙①一ｓ①ＲＦ色目①号①目印○豈島目三⑫号①ロ宛①】＆目Ｑ田『目胃①一○戸ｍ・今田一口①二言目①『⑫Ｃラ①筐９ｍ・己［・
（Ⅲ）□】⑦三色目①扇呂①巨貝の．ｓ［》□⑦三Ｐ西目：ロｎ戸四・ｓ○・
（Ⅲ）ｏ一①冨自。⑦厨Ｃ冨己目の．一一・一ｓ．
〆￣～〆￣へ
１６１５
、－＝、－〆
二
、
二
八
四
、
二
八
九
－
（型）二宛已国拐Ｚｎ》Ｂ（｜
（付属物）を除いて〕・
（妬）三宛ご因ｐｚｎ－Ｒ（一
（付属物）を除いて〕
８回＆ご○一声芹旨ロ①円ＯＢ蕨Ｃ富津Ｆ巨〆①日盲信くｏｐＱ⑦円三旨①巳①⑫］四・ワー⑫Ｎ昌三旨①巳⑦⑫一一・］島『盲目①弓（甲一①『⑦『出】⑫［。『一ｍ８①田。『ｍｇｇｍ①早耳⑫、。ご◎ご国’四・ショー
ＳＰＱ・囚旨呂①一ｍ］・》因Ｑ・ロー）．□一の⑰．。｝⑦【］＆Ｐ］＠℃い・の・お］一目・因○号○戸因巨温目二四①【『叩Ｃ冨陣．、．＄．
（８）ｏ①亘Ｐ四目号巨ｏ戸の．Ｓ》Ｃ一①三画目①『ぬ島①｝□９，．ｓ一一二（宛①一◎す①具Ｆ四目の旨①園ｏ冨溥凶菖②○二①ご宛①一ロゴ目Ｑ田『目胃①】ｏ戸ｍ・お一命》閂・因○号ｎ戸因巨温巨目
（卯）函因四一Ｑ皀厨后］卯囚符一・シ画昌①房の．＆・
（皿）三○ＣＯ【○曰ｚ罰」量〔Ⅱｇ宛已国閂》ｚ【Ｊ台〕・
（犯）［因○号ｏ戸・因巨椙巨且西①弓⑫Ｃ冒鴬の．＄・
（
羽
）
上
掲
拙
稿
一
七
八
、
一
八
八
’
一
九
○
、
二
二
、
二、二八四、二八九’一一九○、一一九一一頁。
（型）二宛已国閂・胃圷Ｂ（’一五二年五月二七日）
両Ｚ①Ｐｇ色己①『⑰号①巨巨目目⑫丙の一○二・已昌①【目Ｃ盲信の二目『団三三一○巨目巾已の【丙①一。房自目旨の｝冨昊①一｛ロ①［囚苛一ｍ［①『ユＳユ目冒。①『す①、白皀①ニロ①ごＺ①目①芦ご
【す①一己ｍＣｐ①く一の耳①毎回胃⑫ウ｜壁（①原』、．四○一℃ゴロ・の．いい。
－〕
西困、ｏぐ・の．四四四》ｏ】①三目。⑦『のｏき①一二①『》、．］①．
国国、ｏぐ・の」①函》Ｏ①ごＰ西目」す巨呂．、。一一い・
西國のＣご》ぬ」①興凹Ｐ山。
西①口萌Ｃ豈昌［・の」弓．
一九○年六月四日）》①ｘ８官。Ｂ胃・ロ①二昌Ｑ『①吾①－－２自画昌己⑦寓冒①亘冨〔マンダーシャイトの城塞並びにその付帯物
一一一六、二一一一六、’一四○’二四一、’一五三’一一五四、二七一一’一一七五、’一七八、一一八○’二八
①〆８ｓ［・日冑・ロ①二目＆易呂①亘呂己自：①昌二８号〔マンダーシャイトの城塞並びにその付帯物
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グーへグー､〆￣､グー、
２９２８２７２６
，－〆、－〆、＝〆、-〆
（釦）閂・国。：○戸・団巨循自・田①口切、冨陣．、』＆戸
（、）ロケ＠円目目］旨曰旨国巨曰》の。と虜
（犯）このことについて、西・国冨ｏ戸ロ】①彦◎ず①○①己ｏ宮⑰ワ閏戸⑰一［旨】二①巨扇ｏ豈①ロ二言①一四一（９口．．旨く①『冒・①耳⑦シニ室四ｍ①目［①旨⑦曰ｚ四○言二○頁ぐ○己、『二①。□日三四〕ｇ
ＳＪｍ・印，］Ｂ・］ａ【・』９ｍ・》口Ｓ〔』．シ昌緒、］＠日の邦訳、ハンス・ヒルシュ箸、若曽根健治訳「中世ドイツにおける高級裁判権」第一一部（一一一）、
『熊本法学』、’○七号、一一○○五年、二○二頁下段、一一七六頁下段’二七九頁下段、第一一部（四）、「熊本法学」、’○八号、一一○○五年、
二○○頁下段’二○一一頁下段、二一一頁上段〕を参照。
（詔）シ・Ｆ①目閂Ｎ・ロ①『目可且【○国＆、冒昌曰①叩、目亘⑫ｇｏ許ぐ○口目邸①円巨目】］四ｇｇｇ。⑰曰巨ウ⑦『目冒旨曰冒１巨目】胃。宮①已吻８口①〔①ＣＤ］⑦一⑫の曰『⑦く】『①昌一⑫．旨”シ目四一①己
・の⑫田⑫【○国⑫呂呂ぐｑ①ご叩蔑・ロ①ロｚ］８国『胃】ＰＳ・西①戸］ｇＰｍ・念・
（型）シ・Ｆ①目臼Ｎ・ロ臼忌日［○国巴⑫冨四【・の。。【
（４）口す⑰『自目冒曰盲目貝、・四℃＆・
（蛇）閂・因＆⑫Ｃ戸因冒ｍｇＱ田①ロ⑫Ｃ冨戸ｍ・己。．
（咄）以下シ・原目四目ｂｑ息旦○．巳：四［．ｍ・己による。
（“）しかし勿論、トリール大司教が一一四七年にマンダーシャイト城塞を獲得して以後、『年次収入台帳』が作成された十三世紀初頭までの間に、
（弱）両す①二目・
（調）□①亘。」
（釘）巨冨『日
（鍋）回す臼閏
（羽）ロワ臼昌
（側）団す①二目。
Ｆ弓①『四目皀回］盲目旨国巨日日Ｃ三①ロ⑫ｏｏｐ①｛①ＣＯ］①⑫一①曰㎡句昌【①昌一、雪国恥シ｛丙□国目》、・四℃一－一凹函・言①円の。←］＠・
口す①『目口＆盲目盲目日、．七○・位置関係について、マンダーシャイトからローシャィト、ラントシャイト、ダーレム、メリッヒまでの距離は、
それぞれ西へ約四五ｍ、南南西へ約一四ｍ、南西へ約一六ｍ、南南西へ約一六ｍである。これに関して、四国囚一目二ｍｍ］口」田罵一・シ囚呂①Ｐｍ・函ｏ》
富○ｍｍ〆門三・ｍ・畠。［
閂・因○号。戸因巨田目ロ四国『⑫。富津雪印・田．
ｚ
を
参
照
。
回す①日目巳盲目旨国目】．、．と民・を参照。
ロワＲｇｇ］盲目二目巨曰・の．←］属を参照。
口つ②『四臣国昌旨日旨ユ自艮の．一四Ｐ
□①亘Ｐ四四ロロウ色。声．、．◎四○》ｏ一①三四口□①園◎ずの亘①原、．］口
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（Ⅲ）二戸宛①一ｓ①貝
（印）□①ごＰ西目・一
（閲）□①亘Ｐ国煙己一
（別）上述八三頁。
（弱）ロ。三ｍ目：。颪。ｇの．｝山野一二【丙①亘①員巨目。、胃ｑｍＣ富津Ｎ三一の：８宛。－ｓ二目『局員『の】○ヶ、．←田・上述八一一一頁も参照。
（髄）ｏ】①昌目Ｑ①易◎ず①苞９ｍ・己［・一三・丙①】ｇ①員Ｐ目□＠号四『⑫。冨崗〔脚乏一切＆①ご宛①一：ご己司『目胃の一Ｃ戸の．←田シロョ・←］←・
（Ｗ）西国四一ｓ二画⑫后］即囚符一・シ四号①Ｐ、．①９ｍ⑦．
（記）ご『盲目①弓巨呂蔑【＆①○①⑫。宣○言①□①⑫ｚ】①□①ロゴ①旨⑫○二①『□①⑫両『Ｎ昌冒ｎ．一息・ロ①『国『⑫（⑦昌冨目①『］呂呂巨己因①偏雪。①一・⑦『Ｐ三①Ｅ『⑫．Ｑ①く①巨己三日〆巨且
□⑦『幻①一○ケ閉辱勲①両一（①Ｐ両用①口巨ヨロニニのａ⑦Ｐ盲扇ｍ・く○口目毒①。□・］○い・ＦｍＣｏヨワーの（》一・国ロロロ如く○コこの己］、茸『ゴヨＣ亘の］口○○①旨切Ｃ匡一①叩の一一ｏ戸口・因由ロ。恥く○口。●曰
］色盲］口①一国⑫ＢＣＣ①旨、Ｃ三一①⑫⑫一一○戸ごロく①『冒口①貝①『ｚ①巨已『臣Ｃ六二の『シ臣⑫、号①一ｍ←。－ｍｍ雪国□い〉］ｐｏＰＺ【⑦、山．
（蝿）上述八三頁以下。
（⑲）富国〕国白ｚ昌田．ｍ・巳一・く、一・目呂三丙宛ＰｚＲｐ－ｑ
（印）四国ロ一目旨⑫］凹一亜国苛一・シ画呂①二ｍ・函①．
（Ⅲ）二一〔宛①一ｓ①貝ＦｇＣ①島⑦。砿。富津Ｎ三一⑫島①二両①一○づこ己詞『自云『の一。戸、．←田シ目】・一ｓ．
（印）□①ごＰ西目・ｇｏ戸の．＄＆．》Ｏ】①三画目①『⑫ｇ①一旦９ｍ・己．－Ｊ．
（閲）□①亘Ｐ国煙且ｇｏ戸ｍ・ＳＣ【・一口の三ｍ目①易呂①ご目、．」の．
（幻）ｎ国Ｐｚ引己の．
（妬）ｏ＠画Ｐ西目・ｇｏ戸、．Ｓ◎聿困エの□『・の．旨い》ｏ一①三目Ｑ①『⑫Ｃ言己９，．－つ一一三・宛①】＆⑦昌伊、己①⑫。①弓⑫Ｃ富津目三ｍ８８【①一ｓ目。田『目斉ｏ」Ｃ戸ｍ・盆」【》
］・言◎扇Ｃ戸□一①口昌昌①①Ｐｚ巨日的（一一一一一一一七年）・Ｚ気巳Ｊ］（’一一一五二年）・Ｚ夙巴函①（一一一一五一一一年）。
（腿）Ｆｍ８【昌一①戸ご円百目目自呂ご円＆①○①⑫○三Ｃ宮①Ｑ①⑫ｚ一①□①弓言冒切・国二・』・Ｚｎま函・
（田）、因白ｚ打Ｓい
（弱）菖】戸田戸ｚｎＣＱ
（㈹）ニーダーエーエ、
城塞周辺領域の権利関係に変動があった可能性もまた否定できないので、この対応関係は大凡のものであることが留保される。
（妬）○・国『§ごｇＦｇＱ目ロ函①園。冨戸ロ日己坤四ｍ①ロロ①。［①ａｓ昌一①こぐ酉感⑫⑫目、⑰、①⑰Ｃご○言の。⑫［⑦ロ①－，言一日二言①一色－－２Ｊ．シ己．．］し３．，．回３１日一・い一山魚・四目．
●
●
（皿）ｎ国ロヱ風Ｓい
】一一・
ニーダーエーエ、シユタットキュル、アールドルフの位置に関し、四国因一一目冒⑫一口］白一符一・シ画ｇのＰｍ・＆、久リュッセラートの位置に関し、四国
囚一目二四ｍ盆６－①二・ｍ①一・ｍ・い（［）す①昌○冨穴目の）を参照。
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年
、
一
一
八
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（、）上掲拙稿、二九二頁。
（銘）上述八八’八九、九両
（的）上述八九’九一、九両
（わ）上掲拙稿、二九三頁。
（“）上掲拙稿、一六一頁
（妬）上掲拙稿、二九二頁。
（筋）アヴエ管区に関して、
（、）上述九○、九三、九五’九七、九八’一○一頁。
（枢）因・酉『の。戸ｏ】：・す⑪○の１．高づ胃斥・一［冒・・冒・胃ご宣旨：一一日の』盆『・・。－．一日景旧一頁〔上掲若曽根訳、第二部（｜）、『熊本法学」、一○六号、
’’○○四年、七三頁以下、第一一部（一一一）、「熊本法学」、一○七号、’’○○五年、一一八五頁、一一一○○’三○二頁、同第二部（五）、『熊本法学」、
：○九号、一一○○六年、一五六頁〕空困・宣旨①一切》ｏ①Ｅ⑫島①宛のＣ宮⑰、⑦⑫○三ｏ宮①己①弓①四『圖一①【ご・二四・口のす①１。戸］し．シ己．》］＠声の」＠亀・〔二・シ昌・』Ｃｓ
の邦訳、世良晃志郎訳「ドイツ法制史概説改訂版』、昭和四六年、二八七’二九○頁〕》【』〈８⑦②号の一一・Ｃ２扇呂の幻①ｏ言い、の⑫・宮・言ｐ田」う一ｍ
（河）上述九四’九七頁以下。
（布）三・ｍ。冨号・ｏ８両国ロ宮⑫＆
（だ）上述九一一一頁。さらにミー幻・因①目⑰・国巨椙①弓。旨【巨己国①目Ｃ宮津。⑦⑫両『倒亘⑫ｇｏ諒国画一□臣ごく○二国①『（一四ｓ’一呂令）（ぐ○三＆、①巨己田・扇Ｃ冒己頤①ニゴ『い、．
こ・ご】【○口の白目①『シ［す⑰冒盲①一ｍ旨『言［【①一四一［の【－－９⑦○①⑫、三。言①函の。且①『盲目目□一ｍｍ・ｇｏ、①己日Ｐ］ＣｍＰｍ・眉も参照。
三・ｍ。富四戸○８，国で宮⑫＆①目已［○℃。、国已亘の◎ず①口一①日①二［⑦ロ①『昌旨①一国一【の【一一ｏ弓①ご因巨侭８ぐ囚蕨用⑫目ｍｇｇＣワ①ロ冨冨⑫Ｃ茸①ロロ①房官の一①Ｐご”□】③西口橘冒］□①巨【‐
切呂①ロ、ご己昌国目］ロ（ぐ。冒持①目」司○扇呂目、①Ｐ冑⑰ｍ・く。ご餌・で色白ｐ国・』し自画一四）』曰９ｍ・］ぬ．
〔付記》本稿は平成十八年度科学研究費補助金（基盤研究（Ｃ）（２））による研究成果の一部である〕。
］ｐＪＰ］い・シ巨色・・ｐＣＣいい・一ｍ①『．．｝ｃ、廟。
して木村筒三郎「フランス封建制の成立’十一世紀における城主支配圏バン領主支配圏の形成」、「法制史研究」、八号、
一八頁を参照。
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